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 Cri
m
i
n
a
l
 P
r
o
c
e
d
u
r
e
 a
n
d
 I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
s
 A
c
t
 1
9
9
6
の
渾
笛
mを
め
ぐ
っ
て
1

一
予
備
的
考
察

ニ
C
P
I
A
体
制
の
運
用
形
態

三
C
P
I
A
体
制
否
定
案
の
改
革
指
向

四
日
本
法
へ
の
示
唆

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
史
上
初
の
統
一
的
制
定
法
た
る

Criminal
P
r
o
c
e
d
u
r
e
 a
n
d
 Investigations A
c
t
 1
9
9
6
 
(
以
下

C
P
I
A
と

い
う
）
に
対
し
て
、
失
敗
で
あ
っ
た
と
の
評
価
が
近
時
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

一
九
七
五
年
の

J
a
m
e
s
C
o
m
m
i
t
t
e
e
報
告
書
が
証
拠
開
示
は
争
点
整
理
に
資
す
る
と
い
う
訴
訟
効
率
性
の
観
点
か
ら
開
示
積
極
論
を

展
開
し
て
十
数
年
、

一
九
九
0
年
代
初
め
に
訴
追
側
手
持
の
関
連
資
料
の
全
面
開
示
体
制
（
以
下

p
r
e,
 
C
P
I
A
体
制
と
い
う
）
が
コ
モ
ン

ロ
ー
上
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
れ
を
追
っ
て
成
立
し
た

C
P
I
A
は
、
争
点
関
連
可
能
性
を
軸
に
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

枝



(

-

）

 

第
五
三
巻
二
号

(
u
n
u
s
e
d
 material)
」
の
開
示
対
象
を
再
編
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
で
精
緻
化
さ
れ
た
開
示
体
制
を
案
出
し
た
筈
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、

C
P
I
A
施
行
後
に
通
達
・
実
務
レ
ベ
ル
で
講
じ
ら
れ
て
い
る

C
P
I
A
拡
充
策
の
指
向
が
争
点
関
連
可
能
性
か
ら
の
乖
離
で

あ
る
こ
と
に
着
目
し
つ
つ
、
更
め
て
証
拠
開
示
体
制
の
あ
り
得
べ
き
姿
を
探
る
。

予
備
的
考
察

「
関
連
性
」
の
変
遷

訴
追
側
手
持
資
料
の
う
ち
開
示
問
題
の
焦
点
と
な
る
の
は
、
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
と
呼
ば
れ
る
、
訴
追
側
が
そ
の
主
張
・

(
1
)
 

立
証
に
お
い
て
依
拠
す
る

(rely
o
n
)

こ
と
の
な
い
捜
査
資
料
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
訴
追
側
手
持
資
料
の
開
示
が
訴
訟

(
2
)
 

効
率
性
の
面
か
ら
も
公
正
性
の
面
か
ら
も
望
ま
し
い
こ
と
は
比
較
的
早
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
開
示
規
準
と
し
て
何
と
の
関
連
性

が
ど
の
程
度
要
求
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
判
断
者
は
誰
か
、
或
は
そ
も
そ
も
関
連
性
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
詰
め
は
、

当
然
な
が
ら
と
り
わ
け
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
の
開
示
要
請
に
お
い
て
難
航
し
て
き
た
。
以
下
本
稿
は
、
こ
の
「
訴
追
側
の
使

用
し
な
い
資
料
」
の
開
示
問
題
に
焦
点
を
絞
る
。
(3) 

一
九
八
一
年
の
法
務
総
裁
準
則

(
A
G
1
9
8
1
)

は
、
正
式
起
訴
審
理
事
件
に
お
い
て
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
が
「
当
該
事
件

及
び
そ
の
周
辺
状
況
に
関
連
す
る

(
h
a
s
s
o
m
e
 b
e
a
r
i
n
g
 o
n
 t
h
e
 offence(s) c
h
a
r
g
e
d
 a
n
d
 t
h
e
 s
u
r
r
o
u
n
d
i
n
g
 c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
 of 

t
h
e
 case)
」
場
合
に
は
全
て
開
示
さ
れ
る
べ
き
旨
を
、
初
め
て
明
文
化
し
た

(para.
2
)

。
こ
の
開
示
義
務
設
定
は
、
開
示
の
前
提
条
件

、
、
、
、
、
、

と
し
て
当
該
事
件
と
の
関
連
性
を
要
求
し
た
こ
と
、
し
か
も
こ
の
判
断
者
を
専
ら
訴
追
側
と
解
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
論
争
を
呼
ぶ

(
4
)
 

こ
と
と
な
っ
た
。

関
法

（
二
六
二
）



（
二
六
三
）

判
例
は
、
一
九
八
九
年
の

R.
v. 
S
a
u
n
d
e
r
s
 a
n
d
 others 
(
所
謂

G
u
i
n
n
e
s
s
判
決
）
に
お
い
て
、
開
示
対
象
を
「
当
該
事
件
に
関
連

、
、
、
、
、
、

す
る
可
能
性
の
あ
る

(has,
o
r
 m
i
g
h
t
 have, s
o
m
e
 bearing)
」
資
料
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
連
性
の
制
約
を
大
き
く
緩
和
し
た
。

そ
し
て
こ
の
緩
和
ゆ
え
、
事
件
と
関
連
す
る
か
否
か
を
被
告
人
側
が
判
断
し
得
る
よ
う
、
被
告
人
側
が
求
め
る
資
料
は
原
則
的
に
開
示
規

準
を
充
た
す
も
の
と
な
り
、
結
局
当
該
事
件
の
捜
査
中
に
収
集
さ
れ
た
全
資
料
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
は
最
初
か
ら
必
ず
開
示

(
6
)
 

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
展
開
さ
れ
た
。
実
務
で
は
、
被
告
人
側
は
、
ま
ず
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
の
一
覧
表
の
開

示
を
得
て
、
更
に
望
む
な
ら
ば
表
中
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
資
料
を
捜
査
官
の
監
督
の
下
で
閲
覧
し
、
或
は
謄
本
交
付
を
も
受
け
ら
れ
る
よ

(
7
)
 

う
に
な
っ
た
。
全
面
開
示
体
制
の
確
立
で
あ
る
。

し
か
し
、
関
連
性
の
か
か
る
緩
和
・
拡
張
は
、
と
り
わ
け
膨
大
な
資
料
を
扱
う
複
雑
な
事
件
に
お
い
て
、
訴
追
側
に
耐
え
難
い
負
担
を

(
8
)
 

負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
の
コ
ス
ト
批
判
を
惹
起
す
る
。

(9) 

以
後
の
判
例
に
は
若
千
の
動
揺
が
見
ら
れ
る
。

(10) 

一
九
九
三
年
―
二
月
の

R.
v. 
M
e
l
v
i
n
 (
G
r
a
h
a
m
)
に
よ
れ
ば
、
①
事
件
の
争
点
と
関

連
す
る
可
能
性
の
あ
る

(relevant
o
r
 possibly relevant to a
n
 issue in the case)

資
料
、
②
訴
追
側
が
使
用
す
る
資
料
か
ら
は

一
九
九
四
年
の

そ
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
新
た
な
争
点
を
形
成
す
る
可
能
性
の
あ
る
資
料
、
③
①
②
に
至
る
証
拠
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
い
う
現
実

的
予
測
の
立
つ
資
料
、
の
何
れ
か
で
あ
る
と
訴
追
側
の
考
え
る
資
料
が
、
開
示
対
象
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
関
連
可
能
性
へ
の
拡
張
は
維

持
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
事
件
関
連
可
能
性
は
さ
り
げ
な
く
争
点
関
連
可
能
性
に
遷
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
路
線
は
、

(

1

1

)

(

1

2

)

 

R. V• 

K
e
a
n
e
及
び

R.
v. 
B
r
o
w
n
 (
W
i
n
s
t
o
n
)
で
も
更
め
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
、
判
例
の
動
揺
と
並
行
し
て
、

一
九
九
一
一
一
年
七
月
に
刑
事
司
法
に
関
す
る
王
立
委
員
会
も
、
正
式
起
訴
審
理
事
件
に
つ
い
て
開
示

(13) 

コ
ス
ト
削
減
を
狙
っ
た
以
下
の
別
案
を
提
示
し
た
。
ま
ず
初
め
に
、
訴
追
側
は
「
当
該
事
件
、
被
告
人
及
び
そ
の
周
辺
事
情
に
関
連
す
る

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向



う
）
の
裁
定
者
は
裁
判
所
た
る
べ
き
旨
を
示
唆
し
た
。
そ
し
て
、

（
時
に
資
料
の
存
在
す
ら
不
告
知
）
に
す
る
余
地
を
設
け
て
い
た

(
A
G
1
9
8
1
,
 
para. 6
 (v))

が、

(19) 

B
r
i
x
t
o
n
 Prison, e
x
 parte O
s
m
a
n
が
、
「
公
益
を
理
由
と
す
る
開
示
免
除

(public
interest i
m
m
u
n
i
t
y
)
」
（
以
下
開
示
免
除
と
い

(20) 

一
九
九
二
年
の

R.
v. 
W
a
r
d
が
、
開
示
免
除
の
成
立
余
地
を
更
め
て

当
初
は
、
訴
追
側
が
当
該
資
料
に
つ
き
「
慎
重
を
要
す
る

（二）

第
五
三
巻
二
号

(relevant to the offence o
r
 to the offender o
r
 to the s
u
r
r
o
u
n
d
i
n
g
 circumstances of the case) 
<
I
l
l
\
-
'
Q
~
~

」
シ
d
鵬
血
＊X

(14) 

付
に
よ
り
被
告
人
側
に
開
示
す
る

(para.
6. 
5
1
)

。
併
せ
て
、
当
該
事
件
の
捜
査
中
に
得
ら
れ
た
そ
の
他
の
資
料
の
存
在
を
被
告
人
側

(15)

（

16) 

に
告
知
す
る
義
務
も
負
う
。
そ
の
後
、
被
告
人
側
は
、
自
己
の
抗
弁
内
容
開
示
を
条
件
と
し
て
、
先
の
開
示
で
存
在
の
み
告
知
さ
れ
た
資

料
に
つ
い
て
内
容
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
訴
追
側
が
こ
の
請
求
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
裁
定
す
る
。
こ
こ
で
は
、

開
示
対
象
は
事
件
関
連
性
で
あ
る
が
事
件
関
連
可
能
性
の
意
味
合
い
は
薄
れ
て
お
り
、
被
告
人
側
か
ら
の
追
加
開
示
請
求
に
自
動
的
に
応

じ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

(17) 

一
九
九
五
年
の

Consultation
D
o
c
u
m
e
n
t
、
そ
し
て
そ
れ
を
基
に
成
立
し
た
一
九
九
六
年
の

C
P
I
A
は
、
か
か
る
流
れ
の
延
長
上

「
開
示
免
除
」
の
変
遷

資
料
が
開
示
規
準
を
充
た
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、
開
示
に
伴
っ
て
生
じ
る
弊
害
を
考
慮
し
て
な
お
個
別
的
に
不
開
示
が
望
ま
れ
る
こ
と

(18) 

が
あ
る
。
従
来
か
ら
情
報
提
供
者
の
身
許
等
に
つ
き
個
別
に
開
示
留
保
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
特
に
一
九
八

0
年
代
以
降
の
弊
害
論

の
実
体
的
克
服
に
基
づ
い
て
全
面
開
示
原
則
の
樹
立
に
至
っ
た
結
果
、
こ
の
問
題
の
手
続
面
で
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

に
あ
る
。

関
法

(sensitive) 
の
で
そ
の
開
示
が
公
益
に
反
す
る
」
と
判
断
す
れ
ば
不
開
示

一
九
九
一
年
の

R.V• 

G
o
v
e
r
n
o
r
 of 

四

（
―
-
六
四
）



Davis, R
o
w
e
 a
n
d
 J
o
h
n
s
o
n
判
決
の
確
立
し
た
こ
の
裁
定
手
続
は
、

C
P
I
A
体
制
下
に
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
但
し
、

こ
の
手
続
は
あ
く
ま
で
も
「
開
ホ
」
免
除
が
問
題
と
な
る
場
合
の
裁
判
所
必
須
介
入
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
関
連
性
」
の
制
約
に
よ
り
開

示
対
象
が
狭
め
ら
れ
た
暁
に
は
、
「
内
容
開
示
」
対
象
か
ら
「
存
在
告
知
」
対
象
へ
と
謂
わ
ば
格
下
げ
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
そ
の
存

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

在
不
告
知
を
裁
判
所
の
介
入
な
く
認
め
る
余
地
を
残
し
て
い
た
。

除
申
請
の
存
在
す
ら
被
告
人
側
に
告
知
し
な
い
。

示
免
除
申
請
の
存
在
の
告
知
す
ら
弊
害
を
生
ぜ
し
め
る
虞
の
あ
る
場
合
に
は
、

る
場
合
に
は
、

五

二
六
五
）

一
方
当
事
者
関
与
手
続
11を
と
れ
ば
、
訴
追
側
は
開
示
免

認
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
認
め
る
か
否
か
の
判
断
は
訴
追
側
に
の
み
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
明
言
す
る
に
至
る
。
こ
こ
に

お
い
て
、
訴
追
側
は
被
告
人
側
に
対
し
て
開
示
免
除
申
請
の
存
在
自
体
は
例
外
な
く
告
知
す
る
義
務
を
負
う
と
と
も
に
、
必
ず
裁
判
所
が

そ
の
申
請
の
裁
定
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
以
後
、
当
該
資
料
の
存
在
を
知
ら
れ
る
こ
と
が
公
益
を
危
険
に
晒
す
に
至
る

の
を
恐
れ
て
、
訴
追
側
が
事
件
の
訴
追
そ
の
も
の
を
見
合
わ
せ
る
事
態
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(21) 

か
く
し
て
一
九
九
一
＿
一
年
の

R.V• 

Davis, R
o
w
e
 a
n
d
 J
o
h
n
s
o
n
で
は
、
裁
定
者
た
る
裁
判
所
の
関
与
を
不
可
欠
と
し
た

W
a
r
d
判
決

(22) 

の
基
本
路
線
は
維
持
し
つ
つ
、
被
告
人
側
の
関
与
に
つ
い
て
若
干
の
制
約
を
加
え
て
、
以
下
の
如
き
三
種
の
選
択
肢
を
設
け
た
。
訴
追
側

(23) 

が
「
公
益
に
よ
る
開
示
免
除
或
は
要
慎
重
性
を
理
由
と
し
て
」
開
示
を
控
え
た
い
場
合
、
通
常
は
双
方
当
事
者
関
与
手
続
と
し
て
、
訴
追

側
は
被
告
人
側
に
対
し
て
開
示
免
除
申
請
の
存
在
及
び
当
該
資
料
の
種
類

(category)
に
つ
い
て
告
知
す
る
義
務
を
負
い
、
且
つ
被
告

人
側
に
は
裁
判
所
に
対
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
資
料
の
種
類
の
告
知
す
ら
弊
害
を
生
ぜ
し
め
る
虞
の
あ

一
方
当
事
者
関
与
手
続
ー
と
し
て
、
訴
追
側
は
開
示
免
除
申
請
の
存
在
に
つ
い
て
の
告
知
義
務
の
み
を
負
う
。
更
に
、
開



イ
警
察
か
ら
訴
追
官
へ
の
送
付

(revelation)

を
挙
げ
る
負
担
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い

て
開
示
命
令
を
申
請
す
る
途
も
開
か
れ
て
い
る

第
五
三
巻
二
号

C
P
I
A
体
制
の
運
用
形
態

C
P
I
A
体
制
の
基
本
枠
艇

の
内
容

(
C
P
I
A
,
s. 
3
 (
1

)

)

 

一
覧
表
を
手
掛
か
り
と
し
て
被
告
人
側
か
ら
裁
判
所
に
対
し

(
C
P
I
A
 :
 Co
d
e
 of Practice 

訴
追
側
か
ら
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
は
、
①
第
一
次
開
示
と
し
て
「
訴
追
側
主
張
事
実
を
崩
し
得
る
と
訴
追
官
が
考
え
る
資
料
」

-25) 

と
②
被
告
人
側
の
抗
弁
開
示
が
行
わ
れ
れ
は
第
二
次
開
示
と
し
て
「
被
告
人
の
抗
弁
に
資
す
る
と
合
理

的
に
期
待
さ
れ
得
る
資
料
」

の
内
容

(
C
P
I
A

`
 
s. 
7
 (
2

)

)

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

C
P
I
A
の
開
示
規
準
は
、
訴
追
側
判
断
に
よ
る
争

点
関
連
可
能
性
の
類
で
あ
る
。
更
に
、
二

0
0
0年
の
新
法
務
総
裁
準
則

(
A
G
2
0
0
0
)

が
、
第
一
次
開
示
に
際
し
て
特
に
注
意
を
払
う

(26) 

べ
き
資
料
類
型
及
び
第
二
次
開
示
に
際
し
て
特
に
開
示
す
べ
き
資
料
類
型
を
示
し
て
、
こ
の
開
示
規
準
判
断
を
補
う
。
ま
た
、
③
第
一

次
開
示
に
て
通
常
資
料
一
覧
表
（
以
下

M
G
6
C
と
い
う
）
も
開
示
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
開
示
官
の
判
断
に
お
い
て
「
捜
査
に
関
連
し

得
る

(
m
a
y
b
e
 relevant to a
n
 investigation)
」
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

日
1der
P
a
r
t
 II (
以
下
C
o
d
eと
い
う
）
•para. 6
.
 2
)

。

第
二
次
開
示
を
経
て
も
な
お
訴
追
官
が
留
保
し
て
い
る
資
料
に
対
し
て
、

(
C
P
I
A
,
 s. 
8
)

。
但
し
こ
の
申
請
を
用
い
る
に
は
、
前
提
と
し
て
被
告
人
側
は
抗
弁
開

示
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
う
え
、
抗
弁
書
に
よ
り
開
示
さ
れ
た
如
く
に
「
資
す
る
」
資
料
が
存
在
す
る
と
確
信
す
る
合
理
的
理
由

(
C
P
I
A
,
 s. 
8
 (
2

)

)

。

ア
訴
追
側
か
ら
被
告
人
側
へ
の
開
示

(disclosure)

(

-

）

 

関
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六

（
二
六
六
）



イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
得
る
資
料
」
に
も
注
意
を
惹
き
且
つ

を
訴
追
官
に
送
付
す
る
こ
と

七

二
六
七
）

訴
追
側
開
示
の
前
提
と
し
て
、
警
察
は
訴
追
官
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
れ
を
、
被
告
人
側
へ
の
開
示

(disclosure) 
と
対
比
し
て
、
送
付

(revelation)

と
い
う
。

C
P
I
A
体
制
の
特
徴
は
、
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
に
該
当
す
る
か
否

(27) 

か
の
第
一
次
判
断
を
警
察
が
行
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て

C
o
d
e
に
則
り
、
訴
追
官
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は
警
察
の
開
示
官
の
判
断
に
お

い
て
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
に
関
わ
る
資
料
の
み
が
送
付
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は
一
覧
表
送
付
に
よ
る
存
在
告
知
後
に

訴
追
官
の
請
求
あ
れ
ば
追
加
送
付
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
た
。
送
付
実
務
の
詳
細
は
、
個
々
の
送
付
用
書
式
等
を
含
め
て

M
a
n
u
a
l
of 

(28) 

G
u
i
d
a
n
c
e
 
(
以
下

M

G
と
い
う
）
が
規
定
す
る
。

開
示
官
の
責
務
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
①
資
料
検
討
る
捜
査
中
に
警
察
に
よ
り
保
持
さ
れ
た
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
、

②
一
覧
表
作
成
・
送
付
（
資
料
存
在
告
知
）
こ
捜
査
に
関
連
し
得
る
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
全
て
を
通
常
資
料
一
覧
表

(29) 

(
M
G
6
C
)

と
要
慎
重
資
料
一
覧
表
（
以
下
M
G
6
D
と
い
う
）
と
に
分
け
て
一
覧
表
化
し

(
C
o
d
e
,
paras. 6. 
2-6. 4
)

、
開
示
官
報
告

(30) 

書

(
M
G
6
E
)

等
と
と
も
に
フ
ァ
イ
ル
に
編
綴
し
て
訴
追
官
に
送
付
す
る
こ
と

(
C
o
d
e
,
para. 7
.
 
1
)
 

(
但
し
、
要
慎
重
性
が
特
に
高
い

(31) 

も
の
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
一
覧
表
外
で
別
途
に
告
知
す
る
こ
と
）
‘
③
内
容
開
披
~
「
第
一
次
開
示
の
た
め
の
検
討
の
範
疇
に
入
る

可
能
性
の
あ
る
資
料
」
に
つ
い
て
訴
追
官
の
注
意
を
惹
き
且
つ
こ
れ
ら
の
謄
本
を
訴
追
官
に
送
付
す
る
こ
と

(
C
o
d
e
,
 paras. 7
.
 
2, 7
.
 
3
)

、

「
①
潜
在
証
人
に
よ
る
、
容
疑
者
に
つ
い
て
の
最
初
の
説
明
の
記
録
・
②
告
発
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
、
被
告
人
に

よ
り
提
供
さ
れ
た
情
報
・
③
自
白
の
信
用
性
に
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
資
料
・
④
証
人
の
信
用
性
に
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
資
料
」
の
謄
本

(
C
o
d
e
,
 para. 7
.
 
3
)

、
被
告
人
側
の
抗
弁
開
示
が
あ
れ
ば
「
被
告
人
側
に
よ
り
開
示
さ
れ
た
抗
弁
に
資
す

（
請
求
が
あ
れ
ば
）
こ
れ
ら
の
資
料
の
謄
本
を
訴
追
官
に
送
付
す
る
こ
と

(
C
o
d
e
,
 para. 8
.
 
2)
、
（
請
求
が
あ
れ
ば
）
「
そ
の
他
の
資
料
」
も
閲
覧
さ
せ
或
は
送
付
す
る
こ
と

(
C
o
d
e
 `
 
para. 7
.
 
4
)
 

で
あ
る
。



九
％
、 ウ

て
を
閲
覧
す
る
義
務
は
、
依
然
と
し
て
な
い

第
五
三
巻
二
号

但
し
、
警
察
は
、
④
疑
問
が
あ
れ
ば
訴
追
側
バ
リ
ス
タ
と
協
議
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

C
o
d
e
は
、
捜
査
官
や
開
示
官
か
ら
関
連
性
の
有
無
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
ら
れ
た
り
謄
本
を
追
加
請
求
し
た
り
す
る
こ
と
を
想
定
す
る

(
C
o
d
e
,
 p
a
r
a
s
.
 6
.
 1
,
 
7
.
 
4
)

ぶ
2

、
そ
の
総
安
り
二

0
0
0
年
法
務
総
裁
準
則
は
、
訴
追
側
バ
リ
ス
タ
の
第
二
次
判
断
機
能
を
強
化
し
て
、
積

極
的
な
再
検
討
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
と
し
た

(
A
G
2
0
0
0
,
 
p
a
r
a
s
.
 1
4
,
 2
2
-
2
4
)

。
訴
追
側
の
再
検
討
義
務
強
化
の
背
景
に
は
、
訴
追

(33) 

側
主
張
事
実
を
崩
す
資
料
の
識
別
を
警
察
官
に
期
待
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
但
し
、
一
覧
表
記
載
物
件
の
全

(34) 

(
J
O
P
I
,
 p
a
r
a
.
 3
.
 
2
)

。

要
慎
重
資
料
と
開
示
免
除
資
料

訴
追
官
が
公
益
を
理
由
と
し
て
開
示
免
除
を
望
む
場
合
、
裁
判
所
に
対
し
て
開
示
免
除
請
求
を
行
う

(
C
P
I
A
,
ss. 
3
 (
6
)
,
 
7
 (
5
)
,
 
8
 

(35) 

(
5
)
,
 
9
 (
8

)

)

。
裁
定
手
続
自
体
は
、

p
r
e
,
 
C
P
I
A
体
制
に
て
確
立
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
。
手
続
形
態
は
、
二
0
0
0
年
の
実

(36) 

態
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
請
求
件
数
（
三
三
件
）
中
、
双
方
当
事
者
関
与
手
続
二
四
％
、

一
方
当
事
者
関
与
手
続
11
（
存
在
告
知
な
し
）
三
％
、
不
明
二
四
％
で
あ
り
、
請
求
理
由
と
し
て
は
、
証
人
保
護
と
捜
査
上
の
秘

(
1
0
件
）
、
不
明
三
三
・
三
％
（
一
―
件
）

で
あ
っ
た
。
従
来
よ
り
、

密
の
保
護
と
が
特
に
多
い
。
そ
し
て
請
求
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
は
、
請
求
認
容
三
六
・
四
％
（
―
二
件
）
、
請
求
棄
却
三

0
・
三
％

屯‘

一
方
当
事
者
関
与
手
続
の
不
公
正
性
が
批
判
さ
れ
て
き
た
力
特

に
情
報
制
限
度
の
高
い
一
方
当
事
者
関
与
手
続
IIは
実
務
上
は
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
開
示
積
極
傾
向
は
、
開
示

(38) 

資
料
の
目
的
外
使
用
に
対
す
る
制
裁
措
置
の
整
備
に
よ
り
、
担
保
さ
れ
る
。

他
方
、
要
慎
重
資
料
と
は
、
従
来
は
開
示
免
除
資
料
と
ほ
ぼ
同
義
に
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、

C
P
I
A
成
立
以
降
、
公
益
に
よ
り
開
示
す

、
、
、
、

べ
き
で
な
い
と
開
示
官
が
判
断
す
る
資
料
ー
M
G
6
D
に
列
挙
さ
れ
る
資
料
ー
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(Code,
p
a
r
a
.
 2
.
 
16)
。

関
法

一
方
当
事
者
関
与
手
続
I
（
存
在
告
知
あ
り
）
四

（
二
六
八
）
(32) 

(
A
G
 20
0
0
,
 p
a
r
a
.
 2
5
)

。
こ
の
点
に
つ
き

八



イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

(43) 

C
P
I
A
体
制
の
拡
充

開
示
規
準
の
緩
和
ー
P
o
i
n
t
s
for P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
s
 
2000 

九

（
二
六
九
）

す
な
わ
ち
、
関
連
性
と
と
も
に
要
慎
重
性
に
つ
い
て
も
、
警
察
に
よ
る
第
一
次
判
断
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
第
二
次
判
断
を
担
う
公
訴
局

に
よ
れ
ば
、

M
G
6
D
は
「
し
ば
し
ば

(often)
」
な
い
し
「
時
折

(
s
o
m
e
t
i
m
e
s
)
」
記
載
す
べ
き
資
料
を
遺
漏
し
た
り
逆
に
記
載
す
べ

(39) 

き
で
な
い
資
料
を
記
載
し
た
り
す
る
ほ
か
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
要
慎
重
理
由
が
適
切
で
あ
る
場
合
は
半
数
に
充
た
ず
、
ま
た
理
由
自
体
は

(40) 

適
切
な
場
合
で
も
そ
の
記
述
は
か
な
り
杜
撰
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
、
要
慎
重
資
料
と
し
て
通
常
資
料
一
覧
表
た
る

M
G
6
C
か
ら
外

(41) 

れ
れ
ば
、
開
示
規
準
を
充
た
す
資
料
と
し
て
開
示
免
除
請
求
に
持
ち
込
ま
れ
な
い
限
り
、
裁
判
所
を
介
さ
ず
し
て
被
告
人
側
に
対
し
て
当

(42) 

該
資
料
の
存
在
そ
の
も
の
す
ら
不
告
知
た
り
得
る
。

二
0
0
0
年
九
月
に
発
せ
ら
れ
た

P
o
i
n
t
s
for P
r
o
s
e
c
u
t
o
r
s
は
「
抗
弁
に
資
す
る
資
料
の
開
示
は
、
提
出
さ
れ
た
抗
弁
書
に
拘
束
さ

(44) 

れ
な
い
」
と
し
た
。
更
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
実
態
調
査
は
、
抗
弁
開
示
の
要
請
自
体
が
実
務
上
極
め
て
緩
や
か
に
運
用
さ
れ

(45) 

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
訴
追
側
バ
リ
ス
タ
の
う
ち
の
七
八
％
が
、
被
告
人
側
の
追
加
開
示
請
求
が
た
と
え

C
P
I
A
開
示
規
準
を

充
た
し
て
い
な
く
て
も
（
要
慎
重
資
料
で
な
い
限
り
）
請
求
に
応
じ
る
と
答
え
て
お
り
、
拒
否
す
る
と
答
え
た
の
は
四
％
の
み
で
あ
る
。

ま
た
裁
判
官
に
お
い
て
も
、
五
六
％
が
被
告
人
側
の
開
示
請
求
に
応
じ
て
（
要
慎
重
で
な
い
限
り
）
そ
の
ま
ま
開
示
命
令
を
出
し
て
お
り
、

(46) 

第
二
次
開
示
規
準
に
合
致
す
る
と
判
断
し
た
場
合
の
み
開
示
す
る
と
答
え
た
の
は
二
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
開
示
対
象
を
限
定
す
る
争

点
関
連
可
能
性
規
準
を
緩
和
す
る
動
き
で
あ
る
。

背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
「
抗
弁
に
資
す
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
得
る
資
料
」
開
示
（
第
二
次
開
示
規
準
充
足
）
の
前
提
条
件
と
し
て

ア
（二）



第
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三
巻
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（
二
七
0
)

抗
弁
開
示
と
い
う
被
告
人
側
開
示
を
要
請
す
る
こ
と
へ
の
、
根
本
的
疑
問
が
伏
在
す
る
。
ま
た
、
抗
弁
開
示
の
実
際
的
有
効
性
に
も
疑
問

が
あ
る
。

C
P
I
A
導
入
当
初
は
、
抗
弁
開
示
が
行
わ
れ
れ
ば
公
判
で
扱
わ
れ
る
べ
き
争
点
が
絞
ら
れ
る
の
で
、
公
判
は
よ
り
短
く
な
り
コ

(47) 

ス
ト
削
減
に
繋
る
と
の
予
測
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
刑
事
法
院
審
理
期
間
平
均
は
予
測
ほ
ど
低
下
せ
ず
、
い
ま
や
実
務
に
携
わ
る
法
曹
の

多
数
が
、
抗
弁
書
は
争
点
整
理
に
役
立
た
な
い
と
考
え
る
に
至
っ
て
い
紅
。
更
に
、

(49) 

1
9
9
8
施
行
以
降
、
欧
州
人
権
条
約
六
条
と
の
抵
触
も
更
め
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

訴
追
官
が
、
開
示
官
が
送
付
対
象
と
し
な
か
っ
た
資
料
に
つ
き
、
自
ら
の
判
断
を
反
映
さ
せ
て
積
極
的
に
送
付
請
求
す
る
最
大
の
手
掛

か
り
は
、

M
G
6
C
で
あ
る
。
被
告
人
側
が
開
示
請
求
す
る
場
合
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、

M
G
6
C
中
の
物
件
記
載
は
、
実
態
と

し
て
事
件
の
七
三
％
に
お
い
て

p
o
o
r
評
価
記
載
(
「
c
r
i
m
e
report_
」「
police
officer's n
o
t
e
b
o
o
k
」
等
と
の
み
記
載
す
る
方
法
）

(50)

（

51) 

る
。
更
に
は
、

M
G
6
C
に
非
要
慎
重
資
料
の
全
て
が
載
っ
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
。

で
あ

そ
こ
で
、

M
G
6
C
か
ら
必
要
資
料
を
特
定
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
捜
査
報
告
書

(
c
r
i
m
e
report)
、
事
件
報
告
と
警
察
対
応
に
関

す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
履
歴

(
m
e
s
s
a
g
e
log)
、
警
察
官
帳
簿

(police
officer's 
n
o
t
e
b
o
o
k
)
、
現
場
捜
査
官
記
録

(
S
O
C
O
original 

w
o
r
k
 record)

等
を
自
動
的
に
開
示
官
か
ら
訴
追
官
へ
送
付
し
、
更
に
被
告
人
側
へ
開
示
（
多
く
は
第
一
次
開
示
）
す
る
、
と
い
う
実

(52) 

務
が
新
た
に
編
み
出
さ
れ
た
。
公
訴
局
に
よ
れ
ば

c
r
i
m
e
report
及
び

m
e
s
s
a
g
e
l
o
g
の
送
付
実
務
は
二

0
0
0
年
現
在
で
三

0
な
い

(53)

（

54) 

し
五

0
％
程
度
行
わ
れ
て
お
り
、
更
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば

L
o
n
d
o
n
で
は
、
二

0
0
0
年
―
一
月
の

P
a
n
L
o
n
d
o
n
 

(55) 

A
g
r
e
e
m
e
n
t
に
基
づ
い
て
、
事
件
が
争
わ
れ
る
か
或
は
正
式
起
訴
審
理
さ
れ
る
場
合
に
は
第
一
次
開
示
段
階
で

c
r
i
m
e
report
、
m
e
s
、

(56)

（

57) 

s
a
g
e
 l
o
g
、
c
u
s
t
o
d
y
r
e
c
o
r
d
の
白
口
動
的
忠
送
付
を
行
う
と
い
う
実
務
を
確
立
し
て
い
る
。

イ

c
r
i
m
e
 report
や
m
e
s
s
a
g
e
l
o
g
 :!1lF
の
送
付
及
び
開
―
―
ハ
冥
務

関
法

二
0
0
0
年
一

0
月
の

H
u
m
a
n
R
i
g
h
t
s
 A
c
t
 

1
0
 



(
M
G
,
 

こ
の
所
定
送
付

(
r
o
u
昔
e
revelation)

を
受
け
て
更
に
、
五

0
％
程
度
の
公
訴
局
が
、

c
r
i
m
e
report
及
び

m
e
s
s
a
g
e
l
o
g
を
そ
の

(58) 

ま
ま
被
告
人
側
へ
所
定
開
示

(routine
disclosure)

し
て
い
る
。
実
務
上
第
一
次
開
示
時
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
解
釈
論
上
も

(59) 

少
な
く
と
も
「
抗
弁
に
資
す
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
得
る
資
料
」
（
第
二
次
開
示
規
準
）
に
は
該
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
二

0
0
0
年

(60) 

の
実
態
調
査
で
は
、
七

0
％
以
上
の
裁
判
官
が
こ
の
所
定
開
示
の
更
な
る
普
及
を
望
ん
で
い
る
。

(61) 

な
お
、
所
定
送
付
を
所
定
開
示
に
直
結
さ
せ
る
な
ら
ば
、
要
慎
重
部
分
の
削
除
編
集
が
問
題
と
な
り
得
る
が
、
現
在
所
定
送
付
実
務
を

(62) 

行
っ
て
い
る
警
察
機
関
の
う
ち
約
半
数
が
削
除
編
集
を
行
っ
て
い
な
い
。(

A
G
 2
0
0
 0
 ,
 para. 8
)

が
、
こ
れ
以
外
に
、
監
視
カ
メ
ラ
の
録
画

テ
ー
プ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
そ
の
由
来
や
一
般
的
性
質
ゆ
え
に
捜
査
機
関
に
大
量
押
収
さ
れ
た
も
の

(63) 

の
明
ら
か
に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
被
告
人
側
へ
の

包
括
的
開
示
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(
A
G
2
0
0
0
,
 para. 9
)

。

具
体
的
に
は
、

M
G
6
C
の
冒
頭
に
「
捜
査
官
な
い
し
開
示
官
に
よ
り
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
本
件
資
料
は
存
在
し
ま
す
か
？
」
と
い
う

問
い
を
設
け
、
肯
定
欄
に
印
を
付
し
た
捜
査
官
な
い
し
開
示
官
は
別
書
面

(
M
G
l
l
)
に
、
①
資
料
の
種
類

(category)

述
、
②
検
討
し
な
い
と
判
断
し
た
理
由
、
③
判
断
者

(11
M
G
l
l
の
作
成
者
）

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

開
示
官
は
捜
査
官
の
手
持
資
料
を
検
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ウ
未
検
討
資
料
の
開
示
ー

A
G
2
0
0
0

及
び

M
G

の
一
般
的
記

の
身
許
、
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

para. 7
.
 9
.
 

11)
。
こ
の

M
G
l
l
は

M
G
6
C
に
記
載
さ
れ
る
の
で
、
被
告
人
側
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

（
二
七
一
）



第
五
三
巻
二
号

C
P
I
A
体
制
否
定
案
の
改
革
指
向

改
革
指
向
の
分
岐

（
二
七
二
）

C
P
I
A
体
制
は
、
警
察
に
資
料
選
別
の
第
一
次
判
断
を
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
送
付
資
料
を
絞
り
込
み
、
更
に
開
示
規
準
た
る

「
関
連
性
」
解
釈
を
狭
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
開
示
資
料
を
も
絞
り
込
ん
で
、
よ
り
効
率
的
な
証
拠
開
示
体
制
を
目
指
し
た
。
し
か

し
そ
の
結
果
齋
さ
れ
た
の
は
、
バ
リ
ス
タ
の
六
0
%
（
被
告
人
側
バ
リ
ス
タ
に
限
れ
ば
七
二
％
）
、
被
告
人
側
ソ
リ
シ
タ
の
五

0
%
、
裁

判
官
の
一
五
％
が
、
開
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
の
資
料
が
「
し
ば
し
ば

(often)
」
被
告
人
側
に
対
し
て
留
保
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

(64) 

事
態
で
あ
っ
た
。
二

0
0
0年
頃
か
ら
生
じ
た

C
P
I
A
体
制
拡
充
の
動
き
は
い
ず
れ
も
、
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
べ
く
当
事
者
の
知
悉

資
料
量
増
加
を
指
向
す
る
。
尤
も
、

C
P
I
A
体
制
を
存
続
さ
せ
る
限
り
、
そ
の
基
本
で
あ
る
警
察
判
断
は
な
お
維
持
せ
ざ
る
を
得
ず
、

(65) 

従
っ
て
諸
拡
充
策
は
あ
く
ま
で
も
第
一
次
判
断
に
対
す
る
再
検
討
機
能
を
強
化
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。

(66) 

例
え
ば
二

0
0
0
年
三
月
の

C
P
S
Inspectorate
提
案
は
、

c
r
i
m
e
report
と
m
e
s
s
a
g
e
l
o
g
の
送
付
を
徹
底
す
る
処
ま
で
は
現
行

(67) 

実
務
の
拡
充
路
線
と
共
通
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
警
察
と
公
訴
局
と
の
判
断
責
務
の
配
分
を
再
編
し
て
警
察
判
断
を
軽
減
す
る
。
こ
の

(68) 

見
解
に
立
て
ば
、
所
定
送
付
実
務
の
強
化
は
公
訴
局
へ
の
判
断
権
委
譲
を
意
味
す
る
。
更
に
、
開
示
対
象
外
の
要
慎
重
資
料
の
存
在
が
被

(69) 

告
人
側
に
告
知
さ
れ
な
い
現
状
に
対
し
て
、
訴
追
官
が

M
G
6
D
に
列
挙
さ
れ
た
全
資
料
を
閲
覧
す
べ
き
旨
提
案
し
て
、
開
示
官
の
要
慎

他
方
、
被
告
人
側
の
判
断
権
の
強
化
を
図
る
な
ら
ば
、

C
P
I
A
体
制
の
下
で
は
、
所
定
送
付
を
強
化
し
て
所
定
開
示
に
直
結
さ
せ
る
実

重
性
判
断
に
つ
い
て
も
訴
追
官
判
断
へ
の
集
約
の
姿
勢
を
貫
徹
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
近
時
、
こ
の
枠
を
越
え
得
る
改
革
案
も
現
れ
て
い
る
。

(

-

）

 

関
法



関
連
性
判
断

一
部

務
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

C
r
i
m
i
n
a
l
B
a
r
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
は
、
遅
く
と
も
第
二
次
開
示
時
に
は
、
訴
追
側
が
所
持
な
い
し
ァ

(70) 

ク
セ
ス
し
た
（
開
示
免
除
・
要
慎
重
資
料
以
外
の
）
全
資
料
の
自
動
的
開
示
を
指
向
す
る
。

（
二
）
（
三
）
は
、
こ
れ
ら
の
改
革
指
向
を
更
に
進
め
た
結
果
と
し
て
警
察
の
第
一
次
判
断
を
正
面
か
ら
否
定
し
、
訴
追
側
な

警
察
は
、
捜
査
中
に
収
集
・
作
成
さ
れ
た
資
料
全
て
を
一
覧
表
化
す
る
義
務
を
負
う
。
開
示
官
は
こ
れ
ら
の
資
料
の
「
点
検
照
合
官

(72) 

(collation officer)
」
で
あ
っ
て
関
連
性
判
断
は
行
わ
ず
、
訴
追
官
が
全
資
料
を
知
悉
し
て
判
断
を
行
う
。
こ
の
点
、

C
P
I
A
体
制
を
抜

し
か
し
、
被
告
人
側
へ
の
開
示
規
準
に
つ
い
て
は
、

C
P
I
A
体
制
を
ほ
ぼ
維
持
す
る
。

A
u
l
d
案
は
、
第
一
次
開
示
判
断
規
準
と
し
て
、

「
（
訴
追
官
が
知
っ
て
い
る
或
は
合
理
的
に
予
測
す
る
べ
き
で
あ
る
）
事
件
の
争
点
の
決
定
に
合
理
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

(
m
i
g
h
t

r
e
a
s
o
n
a
b
l
y
 affect t
h
e
 d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n
 of a
n
y
 issue in t
h
e
 case) 
.
>
J
~
~
{
o
n

ぶ
か
去
マ
ぇ
ス
P
苓
只
料F」
と
い
ニ
つ
、
祖
在
行
よ
h

ソ
土
仁H'竿
砿
却5六
J

(73) 

れ
た
争
点
関
連
可
能
性
規
準
を
提
案
す
る
。
ま
た
抗
弁
開
示
後
の
第
二
次
開
示
規
準
も
第
一
次
開
示
規
準
と
同
一
に
し
、
こ
ち
ら
で
被
告

人
側
自
身
の
提
示
し
た
視
点
を
基
点
と
し
た
訴
追
側
判
断
を
再
び
行
う
。
但
し
、
抗
弁
書
提
出
の
要
請
自
体
は
厳
格
に
維
持
し
て
、

現
行
実
務
に
見
ら
れ
る
「
請
求
あ
れ
ば
自
動
的
開
示
」
方
針
は
採
ら
な
い
の
で
、
被
告
人
側
か
ら
の
追
加
開
示
請
求
に
対
す
る
裁
判
所
の

開
示
裁
定
を
含
め
て
も
、
開
示
規
準
は
な
お
厳
格
に
争
点
関
連
可
能
性
に
と
ど
ま
る
。

ア
（二）

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

本
的
に
改
革
す
る
。

(71) 

「
訴
追
側
に
よ
る
関
連
性
判
断
」
案

(
A
u
l
d
案）

い
し
被
告
人
側
に
完
全
に
判
断
権
を
移
す
体
制
改
革
試
案
で
あ
る
。

以
下
の

（
二
七
三
）



第
五
三
巻
二
号

開
示
免
除
判
断

（
二
七
四
）

(74) 

c
r
i
m
e
 report
等
の
開
示
実
務
は
、
第
一
次
開
示
段
階
に
て
標
準
化
す
る
。
加
え
て
、
も
し
仮
に
点
検
照
合
官
作
成
の
一
覧
表
を
開
示

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
全
捜
査
資
料
の
少
な
く
と
も
存
在
は
告
知
さ
れ
る
途
が
開
か
れ
る
。

警
察
の
判
断
余
地
を
な
く
す
本
提
案
に
お
い
て
は
、
全
資
料
を
把
握
す
る
訴
追
官
が
開
示
免
除
請
求
し
て
裁
判
所
が
裁
定
す
る
と
い
う

手
続
構
造
自
体
は
、

pre
,
 
C
P
I
A
体
制
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
が
争
点
関
連
可
能
性
あ
る
資
料
に
限
ら
れ

る
以
上
、
訴
追
側
が
不
開
示
を
望
む
資
料
の
う
ち
裁
判
所
に
開
示
免
除
請
求
さ
れ
る
の
は
、
必
然
的
に
争
点
関
連
可
能
性
あ
る
資
料
に
限

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
開
示
対
象
外
の
要
慎
重
資
料
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
側
へ
の
「
存
在
」
告
知
も
保
障
さ
れ
な
い
と
い
う

C
P
I
A

な
お
、
開
示
免
除
に
お
け
る
一
方
当
事
者
関
与
手
続
へ
の
批
判
に
対
し
て
、
独
立
の
特
別
法
曹
を
被
告
人
の
権
利
擁
護
者
と
し
て
関
与

(75) 

さ
せ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

本
提
案
は
、
証
拠
開
示
の
争
点
整
理
機
能
を
強
調
し
、
訴
追
官
を
効
率
的
司
法
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
事
前
準
備
を
担
う
者
と
位
置

づ
け
て
、
関
連
性
判
断
を
此
処
に
集
中
さ
せ
る
。

C
P
I
A
体
制
の
不
具
合
は
警
察
に
判
断
を
委
ね
た
が
ゆ
え
で
あ
る
と
分
析
し
、
訴
追
官

(76) 

が
判
断
者
と
な
れ
ば
問
題
は
解
決
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

本
提
案
の
利
点
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
期
待
を
担
っ
て
導
入
さ
れ
た

C
P
I
A
体
制
を
被
告
人
側
と
の
関
係
で
は
維
持
し
つ
つ
、
警
察
・

(77) 

訴
追
官
の
無
益
な
二
重
判
断
を
な
く
し
た
処
に
あ
る
。
し
か
し
、
被
告
人
側
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
が
開
示
さ
れ
な
い

C
P
I
A
体
制
の

現
状
に
対
し
て
、
判
断
者
を
訴
追
官
に
一
元
化
す
る
の
み
で
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
は
制
約
し
続
け
る
の
で
は
、
問
題
構
造
は
変
わ
ら

ウ

検

討

体
制
の
構
造
は
、
判
断
者
を
訴
追
官
に
代
え
た
の
み
で
存
続
し
得
る
。

イ

関
法

一四



(81) 

「
被
告
人
側
に
よ
る
関
連
性
判
断
」
案

(
p
r
e
'
C
P
I
A
体
制
へ
の
回
帰
案
）

一
五

(78) 

な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訴
追
官
に
な
ら
ば
誤
り
の
な
い
判
断
が
下
せ
る
の
か
、
或
は
、
開
示
規
準
を
争
点
関
連
可
能
性
に

絞
れ
ば
被
告
人
側
の
視
点
を
取
り
込
む
こ
と
は
難
し
く
な
る
が
、
こ
れ
を
取
り
込
む
た
め
と
は
い
え
抗
弁
書
開
示
と
い
う
負
担
を
負
わ
せ

(79) 

る
構
造
は
妥
当
か
を
問
う
。
更
に
、
訴
追
官
へ
の
判
断
一
元
化
は
、
全
て
の
あ
り
得
べ
き
合
理
的
方
向
を
捜
査
す
る
と
い
う
偏
頗
な
き
警

(80) 

察
の
視
点
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
偏
っ
た
不
公
正
な
判
断
を
招
く
と
の
批
判
す
ら
あ
る
。

(82) 

警
察
の
判
断
余
地
を
一
切
認
め
な
い
。
訴
追
官
も
資
料
検
討
は
行
う
が
、
訴
追
側
手
持
資
料
を
被
告
人
側
へ

(83) 

い
て
）
全
面
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
側
自
身
の
視
点
に
よ
る
判
断
を
確
保
す
る
。

C
P
I
A
体
制
が
警
察
に
中
立
的
位
置
づ
け

（
開
示
免
除
資
料
を
除

を
明
示
的
に
与
え
た
点
を
維
持
・
強
調
し
て
、
訴
追
側
の
方
へ
は
一
覧
表
中
の
列
挙
資
料
に
つ
い
て
も
請
求
さ
え
す
れ
ば
資
料
自
体
の

送
付
が
制
限
な
く
為
さ
れ
る
以
上
、
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
も
（
開
示
免
除
資
料
を
除
い
て
は
）
同
様
た
る
べ
き
で
あ
る
と
説
明
さ

(84) 

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
開
示
さ
れ
る
一
覧
表
に
遺
漏
が
な
け
れ
ば
よ
く
、
一
括
全
面
開
示
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
要

開
示
免
除
判
断

警
察
の
判
断
余
地
を
一
切
認
め
な
い
。
訴
追
側
が
開
示
免
除
請
求
し
て
、
裁
判
所
が
裁
定
す
る
。
開
示
対
象
は
全
資
料
で
あ
る
か
ら
、

裁
判
所
を
介
さ
ず
に
存
在
告
知
さ
れ
な
い
要
慎
重
資
料
は
存
在
し
な
い
。
な
お
、

A
u
l
d
案
と
同
じ
く
、
開
示
免
除
判
断
に
お
け
る
一
方

(85) 

当
事
者
関
与
手
続
へ
の
独
立
の
特
別
法
曹
関
与
案
を
採
る
。

イ
し
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

ア
関
連
性
判
断

（三）

（
二
七
五
）



な
る
。

第
五
三
巻
二
号

C
P
I
A
体
制
に
お
け
る
警
察
判
断
の
送
付
制
約
と
訴
追
官
判
断
の
開
示
制
約
と
を
共
に
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
、

p
r
e
,
 
C
P
I
A
体
制
に

回
帰
さ
せ
て
問
題
の
根
本
的
解
決
を
目
指
す
。
但
し
、

p
r
e
,
 
C
P
I
A
体
制
に
対
し
て
は
、

こ
そ

C
P
I
A
体
制
へ
転
換
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
批
判
が
あ
り
得
よ
う
。

コ
ス
ト
的
に
み
て
継
続
実
施
困
難
で
あ
る
か
ら

そ
こ
で
更
め
て
コ
ス
ト
を
見
る
に
、
関
連
性
判
断
を
被
告
人
側
に
委
ね
る
場
合
の
、
警
察
・
訴
追
官
の
判
断
コ
ス
ト
の
減
少
度
、
開
示

対
象
の
拡
大
に
よ
る
要
慎
重
資
料
の
削
除
編
集
コ
ス
ト
及
び
開
示
免
除
裁
定
手
続
コ
ス
ト
の
増
加
度
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

不
必
要
な
資
料
ま
で
開
ホ
す
る
こ
と
に
よ
る
審
理
遅
延
、
閲
覧
謄
写
コ
ス
ト
増
も
考
慮
対
象
と
な
る
。

し
か
し
、
開
示
免
除
請
求
数
及
び
審
理
遅
延
に
つ
い
て
は
、

p
r
e
,
 
C
P
I
A
体
制
下
の
全
資
料
開
示
と

C
P
I
A
体
制
下
の
争
点
関
連
可
能

(86) 

性
あ
る
資
料
開
示
と
で
比
較
す
る
限
り
、
コ
ス
ト
増
で
こ
そ
あ
れ
減
で
は
な
い
。
ま
た
、
閲
覧
謄
写
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
の
導
入
・
進
展
に
伴
っ
て
、
近
い
将
来
に
削
減
の
可
能
性
も
見
込
ま
れ
紅
。
従
っ
て
問
題
は
、
関
連
性
判
断
コ
ス
ト
と
削
除
編
集

被
告
人
側
に
判
断
を
委
ね
る
場
合
、
①
判
断
コ
ス
ト
自
体
を
な
く
せ
る
と
い
う
見
厠
‘
或
は
、
②
警
察
・
訴
追
官
判
断
コ
ス
ト
は

確
か
に
な
く
な
る
が
被
告
人
側
の
適
切
な
判
断
権
行
使
を
担
保
す
る
た
め
の
法
律
扶
助
コ
ス
ト
が
新
た
に
同
額
程
度
必
要
で
あ
る
と
い

(89) 

う
見
解
等
、
評
価
は
分
か
れ
る
。
ゆ
え
に
、
削
除
編
集
コ
ス
ト
増
加
分
と
の
差
引
の
結
果
と
し
て
の
全
体
コ
ス
ト
評
価
も
、
や
は
り
一

様
で
は
な
い
。
更
に
、
③
訴
追
官
の
判
断
コ
ス
ト
は
減
る
こ
と
は
な
く
、
被
告
人
側
判
断
の
た
め
に
費
や
さ
れ
る
コ
ス
ト
分
は
こ
れ

(90) 

に
上
積
み
さ
れ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。
こ
の
③
の
見
解
を
採
れ
ば
、

p
r
e
、C
P
I
A
体
制
は
依
然
と
し
て
最
も
コ
ス
ト
高
で
あ
る
こ
と
に

コ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ウ

検

討 関
法

一
六

（
二
七
六
）



以
上
、
被
告
人
側
に
判
断
を
委
ね
る
開
示
体
制
へ
の
コ
ス
ト
評
価
は
、

C
P
I
A
体
制
の
経
験
を
経
て
よ
り
多
様
化
し
て
い
る
。
コ
ス
ト

(91) 

論
は
も
と
も
と
開
示
体
制
評
価
の
絶
対
の
規
準
で
は
な
い
が
、
そ
の
コ
ス
ト
論
の
み
で
見
て
も
p
r
e,
 
C
P
I
A
体
制
は
一
概
に
劣
っ
て
い
る

日
本
法
へ
の
示
唆

関
連
性
論
と
弊
害
論
・
再
考

一七

わ
が
国
の
刑
事
訴
訟
法
は
、
検
察
官
が
取
調
べ
請
求
す
る
（
予
定
の
）
証
拠
書
類
・
証
拠
物
に
つ
き
、
検
察
官
に
開
示
義
務
を
課
す
の

み
で
あ
る
（
法
二
九
九
条
）
。
実
務
上
は
昭
和
四
四
年
判
例
以
降
、
被
告
人
側
の
開
示
申
出
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
が
訴
訟
指
揮
権
に
基

づ
く
開
示
命
令
を
適
宜
発
す
る
と
い
う
解
決
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
手
法
の
限
界
と
し
て
、
検
察
官
手
持
資
料
の
中
に

い
か
な
る
資
料
が
存
在
す
る
か
を
知
っ
て
必
要
資
料
を
特
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
開
示
規
準
が
裁
判
所
の
裁
量
に
大
き
く
依
存
す
る
こ

と
に
由
来
す
る
不
明
確
さ
、
が
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
か
く
し
て
司
法
制
度
改
革
審
議
会
は
、
二

0
0
0年
―
一
月
の
中
間
報
告
及
び

二
0
0
一
年
六
月
の
最
終
意
見
書
の
中
で
、
刑
事
司
法
改
革
課
題
と
し
て
証
拠
開
示
の
拡
充
を
掲
げ
た
。
日
く
、
①
そ
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
充
実
し
た
審
理
の
実
現
と
い
う
見
地
か
ら
争
点
整
理
と
関
連
付
け
た
も
の
と
す
る
こ
と
（
中
間
報
告
）
、
或
は
、
充
実
し
た

争
点
整
理
が
行
わ
れ
る
に
は
、
証
拠
開
示
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
こ
と
（
最
終
意
見
書
）
‘
②
弊
害
（
証
人
威
迫
、
罪
証
隠
滅
の
虞
、
関

係
者
の
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
虞
）
の
防
止
が
可
能
と
な
る
も
の
と
す
る
こ
と
（
中
間
報
告
及
び
最
終
意
見
書
）
、
と
。
関
連

(92) 

性
論
と
弊
害
論
、
近
時
の
証
拠
開
示
論
の
二
大
争
点
で
あ
る
。

ま
ず
関
連
性
論
に
つ
い
て
。
問
題
と
な
る
の
は
、
争
点
整
理
と
い
う
こ
の
動
機
づ
け
が
開
示
規
準
設
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

(

-

）

 

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

と
は
云
え
な
い
。

四

（
二
七
七
）



ス
の
現
行
実
務
の
よ
う
に
、
開
示
規
準
の
緩
和
と
併
せ
て
、

一
覧
表
か
ら
必
要
資
料
を
特
定
す
る
た
め
の
補
助
資
料
（
捜
査
報
告
書
な
ど

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
議
論
に
即
し
て
云
え
ば
、
開
示
規
準
は
争
点
関
連
可
能
性
か
事
件
関
連
可
能
性
か
と
い
う
問
い
に
換

言
さ
れ
る
。

第
五
三
巻
二
号

（
二
七
八
）

開
示
規
準
を
争
点
関
連
可
能
性
と
す
る
な
ら
ば
、
被
告
人
側
か
ら
の
開
示
請
求
は
こ
の
規
準
に
合
致
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
側
の
見
解
が
検
察
官
の
見
解
と
対
立
し
た
場
合
に
は
裁
判
所
の
裁
定
に
委
ね
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
被
告
人
側

自
身
の
「
争
点
」
理
解
に
基
づ
く
関
連
性
判
断
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
時
に
貫
徹
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
裁
定
に
あ
た
っ
て
被
告
人
側
の

視
点
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
ほ
ど
に
被
告
人
側
の
「
視
点
」
提
示
の
負
担
は
一
般
に
増
大
す
る
。
従
っ
て
、
争
点
関
連
可
能
性
規
準
を

採
る
な
ら
ば
、
被
告
人
側
開
示
と
黙
秘
権
保
障
と
の
整
合
性
と
い
う
理
論
的
難
問
、
抗
弁
開
示
と
引
き
換
え
て
も
な
お
開
示
す
べ
き
必
要

資
料
が
最
終
的
に
開
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
イ
ギ
リ
ス

C
P
I
A
体
制
の
顕
出
さ
せ
た
実
態
的
難
問
、
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
か

く
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

、、

る
限
り
争
点
関
連
可
能
性
の
色
彩
を
薄
め
る
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

、、

開
示
規
準
を
事
件
関
連
可
能
性
へ
と
緩
和
す
る
な
ら
ば
、
最
初
か
ら
全
資
料
を
一
括
全
面
開
示
す
る
手
法
の
他
に
、
か
つ
て

p
r
e
、

C
P
I
A
体
制
の
採
っ
た
手
法
且
つ
現
在
の

C
P
I
A
拡
充
手
法
ー
ま
ず
訴
追
側
は
一
部
資
料
と
資
料
一
覧
表
と
を
自
動
的
に
開
示
し
、

被
告
人
側
か
ら
の
追
加
開
示
請
求
に
対
し
て
は
開
示
規
準
を
大
幅
に
緩
和
し
て
応
じ
る
手
法
ー
が
あ
る
。
何
れ
の
手
法
に
お
い
て
も
、

被
告
人
側
の
判
断
権
を
確
保
し
た
結
果
と
し
て
基
本
的
に
裁
判
所
の
関
連
性
裁
定
余
地
は
な
い
処
に
、
特
徴
が
あ
る
。
な
お
、
後
者
す
な

わ
ち
非
一
括
全
面
開
示
の
手
法
に
よ
る
場
合
、
最
初
に
開
示
さ
れ
る
「
一
部
資
料
」
と
し
て
は
、
防
禦
上
重
要
で
あ
り
且
つ
開
示
に
よ
る

(93) 

弊
害
の
虞
の
乏
し
い
一
定
類
型
資
料
や
、
検
察
官
の
判
断
に
お
い
て
関
連
性
の
認
め
ら
れ
る
資
料
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
更
に
、
イ
ギ
リ

関
法

一
旦
は
争
点
関
連
可
能
性
規
準
を
標
榜
す
る

C
P
I
A
を
成
立
さ
せ
た
も
の
の
、
二

0
0
0
年
以
降
、
で
き
得

一
八



（二）

イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

結
び
に
代
え
て

な
ら
な
い
。

有
用
な
手
段
で
あ
ろ
う
。

一
九

捜
査
の
全
体
像
を
把
握
可
能
な
警
察
内
作
成
資
料
）
を
一
覧
表
と
と
も
に
予
め
開
示
す
る
こ
と
も
、
必
要
資
料
の
遺
漏
を
防
ぐ
ひ
と
つ
の

加
え
て
、
現
在
わ
が
国
の
警
察
が
送
検
段
階
で
添
付
資
料
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
関
連
性
判
断
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
現

C
P
I
A
体
制

(94) 

に
て
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
「
警
察
の
第
一
次
判
断
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
、
留
意
の
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
こ
れ
を
警
察
へ
の
「
中
立
」
的
性
格
付
与
と
一
体
化
し
て
こ
そ
導
入
し
て
お
り
、
更
に

M
G
や
J
O
P
I
と
い
っ
た
統
一
的
処
理
規

準
を
確
立
・
拡
充
し
つ
つ
も
な
お
批
判
止
ま
ぬ
こ
と
に
思
い
を
致
せ
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
根
は
更
に
深
い
と
云
わ
ね
ば

次
に
、
弊
害
論
に
つ
い
て
。
証
人
威
迫
、
罪
証
隠
滅
、
関
係
者
の
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
に
つ
い
て
は
、

(95) 

続
に
よ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
例
外
的
に
開
示
留
保
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
を
参

一
定
の
裁
定
手

考
に
し
て
、
検
察
官
が
最
初
に
開
示
す
べ
き
既
定
資
料
に
お
い
て
或
は
被
告
人
側
が
一
覧
表
か
ら
追
加
開
示
請
求
す
る
資
料
に
お
い
て
、

検
察
官
が
弊
害
の
虞
を
理
由
に
開
示
を
拒
否
す
れ
ば
、
裁
判
所
が
両
当
事
者
の
意
見
を
聴
い
て
裁
定
す
る
と
い
う
双
方
当
事
者
関
与
の
手

続
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
被
告
人
側
を
関
与
さ
せ
な
い
裁
定
手
続
、
と
り
わ
け
資
料
の
存
在
す
ら
告
知
さ
れ
な
い
形
態
（
イ
ギ
リ
ス
の

一
方
当
事
者
関
与
手
続
I
I
)に
つ
い
て
は
、
資
料
不
知
が
被
告
人
側
に
与
え
る
権
利
•
利
益
侵
害
の
重
大
性
や
イ
ギ
リ
ス
で
の
手
続
I
I
の

活
用
率
の
低
さ
に
鑑
み
れ
ば
、
か
か
る
選
択
肢
の
設
定
自
体
疑
問
で
あ
る
。

司
法
制
度
改
革
審
議
会
最
終
意
見
書
は
、
中
間
報
告
の
輪
郭
を
な
ぞ
り
つ
つ
も
、
関
連
性
論
に
言
及
す
る
箇
所
（
前
述
①
）
と
弊
害
論

（
二
七
九
）



第
五
三
巻
二
号

（二八
0
)

に
言
及
す
る
箇
所
（
前
述
②
）
と
の
間
に
、
「
新
た
な
準
備
手
続
の
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
、
裁
判
所
が
開
示
の
要
否
に
つ
き
裁
定
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
す
ぺ
き
で
あ
る
」
（
傍
点
、
松
代
）
と
い
う
文
言
を
新
た
に
挿
入
し
た
。

裁
判
所
の
裁
定
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
従
来
検
察
官
の
専
断
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
部
分
を
顕
出
さ
せ
る
開
示

積
極
的
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
裁
定
対
象
が
弊
害
を
理
由
と
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
の
か
（
可
否
裁
定
）
そ
れ
と
も
関
連
性

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
理
由
と
す
る
場
合
を
も
含
む
の
か
（
要
否
裁
定
）
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
（
争
点
）
関
連
性
如
何
を
被
告
人
側
へ
の
開
示
制
約
の
理
由

(96) 

と
な
し
得
る
か
否
か
に
お
い
て
、
構
築
さ
れ
る
証
拠
開
示
体
制
は
な
お
そ
の
発
想
の
根
本
か
ら
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

証
拠
開
示
は
争
点
整
理
に
資
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
確
か
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
証
拠
開
示
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
が
争
点
整
理
に
資
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
た
証
拠
開
示
へ
と
顛
倒
さ
れ
る
と
き
、
証
拠
開
示
は
関
連
性
を
判
断
し
た
者
に
と
っ
て
の

争
点
の
整
理
に
資
す
る
も
の
へ
と
変
貌
す
る
。
関
連
性
論
に
お
い
て

C
P
I
A
法
文
か
ら
の
乖
離
を
指
向
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
近
時
の
実
務

(
1
)

例
え
ば
訴
追
側
証
人
の
従
前
の
矛
盾
す
る
供
述
書
な
ど
は
、
こ
れ
に
該
る
。
「
訴
追
側
の
使
用
す
る
資
料
」
と
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」

と
い
う
区
分
は
、
わ
が
国
の
「
検
察
官
の
取
調
べ
請
求
す
る
証
拠
」
か
否
か
と
い
う
開
示
義
務
の
有
無
に
基
づ
く
区
分
に
は
対
応
し
な
い
。
む
し

ろ
、
被
告
人
に
と
っ
て
の
「
不
利
益
証
拠
」
と
「
利
益
証
拠
（
よ
り
正
確
に
は
、
不
利
益
証
拠
以
外
の
証
拠
）
」
と
い
う
区
分
に
比
較
的
近
い
。

(
2
)

酒
巻
匡
『
刑
事
証
拠
開
示
の
研
究
』
二
三
七
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
一
九
八
八
）
、
松
代
剛
枝
「
イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
分
析
」
法
學
五
七

巻
三
号
六
五
頁
(
-
九
九
三
）
参
照
。

(
3
)
 
Attorney ,
 
General's G
u
i
d
e
l
i
n
e
s
•
D

苔
・l
o
s
u
r
eof
 Information 
to 
the Defence in 
Cases to 
be 
tried o
n
 Indictment (
D
e
c
e
m
b
e
r
 

1
9
8
1
)
 
[
1
9
8
2
)
 
1
 

All. E. 
R. 
734. 

(
4
)

松
代
剛
枝
「
イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
手
続
の
現
状
と
課
題
」
東
北
法
学
一
四
号
一
〇
七
頁
(
-
九
九
六
）
、
同
「
事
前
全
面
開
示
説
の
理
論

的
検
討
」
渡
辺
修
絹
『
刑
事
手
続
の
最
前
線
』
―
―
1
0
四
頁
（
三
省
堂
、
一
九
九
六
）
参
照
。

運
用
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
気
付
い
た
と
き
生
じ
た
。

関
法

二
0



(,.,.,) 
R. 
v. 
Saunders a

n
d
 others, 
unreported, 

S
e
p
t
e
m
b
e
r
 29, 
1989, 
C. 
C. 
C., 
transcript T

8
8
1
6
3
0
 
[
 
cited 
b
y
 Archbold, 

Criminal 

Pleading, 
Evidence a

n
d
 Practice (1995 ed.), 

para. 
4-265; R
o
y
a
l
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 Criminal Justice, 

Report (1993) C
m
 2263 

[hearinafter cited as C
m
 2263], para. 6. 

39. 
S
e
e
 also R. C

a
r
d
 &
 R. W
a
r
d
,
 
T
h
e
 Criminel Procedure a

n
d
 Investigations A

c
t
 

1
9
9
6
 (1996), 
para. 
2. 
36; 
P. 
P
l
o
w
d
e
n
 &
 K. 
Kerrigan, 

C
r
i
m
i
n
a
l
 Procedure a

n
d
 Investigations A

c
t
 1

9
9
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T

he N
e
w
 L
a
w
 

(1997), p. 
30, 
n. 
33; J. 
Niblett, 
Disclosure in 

C
r
i
m
i
n
a
l
 Proceedings (1997), pp. 67-74. 

("') 
Archbold, op. 

cit. 
(44th ed. 

1991), para. 4-274; C
m
 2263, para. 6. 

40. 

(r--) 
Disclosure: A

 Consultation D
o
c
u
m
e
n
t
 (1995) C

m
 2864 
[hearinafter cited as C

m
 2864], para. 

12. 

(co) 
C
m
 2263, para. 6. 

49. 

(o,) 
J. 
Plotnikoff &

 R. Woolfson,'.A Fair Balance'? 
Evaluation o

f
 the Operation o

f
 Disclosure L

a
w
 (2001) 
[hearinafter cited 

as Plotnikoff &
 W
o
o
l
f
s
o
n
 Report], p. 

3. 

(
S
)
 
R. v. 
M
e
l
v
i
n
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G
r
a
h
a
m
)
,
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e
c
e
m
b
e
r
 20, 
1993, C. C. C. [cited b

y
 Archbold, op. 

cit. 
(1995 ed.), 
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(;::::) 
R. v. 
K
e
a
n
e
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p
p
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R. v. 
B
r
o
w
n
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1
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驀
~
Q
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」
如
~
v
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温
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関
法

第
五
三
巻
二
号

（
二
八
二
）

(20) R.v• 

W
a
r
d
 [1993] 
1
 W
.
 L. 
R. 619, C. 
A. S
e
e
 also C
m
 2263, para. 6. 
4
4
.
 

(21) R.v• 

D
a
v
i
s
 `
 
R
o
w
e
 a
n
d
 J
o
h
n
s
o
n
 [1993] 
1
 W
.
 L. 
R. 613, C. 
A. 

(22)

裁
判
所
は
そ
の
裁
量
に
よ
り
、
情
報
制
約
度
の
低
い
裁
定
手
続
形
態
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(23)

後
に
、
一
九
八
一
年
法
務
総
裁
準
則
の
い
う
「
要
慎
重
性

(sensitivity)
」
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
「
公
益
を
理
由
と
す
る
開
示
免
除
」
の
成

立
す
る
範
囲
内
で
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

A
r
c
h
b
o
l
d
,

。p.
c
i
L
(
1
9
9
5
ed.), 
para. 4
 ,
 2
6
9
 ;
 R. v. 
B
r
o
w
n
 (Winston), op. 
cit. 

(24) 
C
P
I
A
に
関
す
る
参
考
文
献
と
し
て
、
松
代
剛
枝
①
「
刑
事
証
拠
開
示
論
攻
（
ニ
・
完
）
」
法
學
六
一
巻
二
号
七
五
頁
(
-
九
九
七
）
、
三
島
聡

「
証
拠
開
示
で
使
え
る
外
国
法
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
刑
弁
一
九
号
―
―
五
頁
(
-
九
九
九
）
、
松
代
剛
枝
②
「
証
拠
開
示
に
関

す
る
一
考
察
」
刑
雑
四
0
巻
三
号
一
七
頁
（
二

0
0
1
)
参
照
。

S
e
e
C. R
y
a
n
,
 S. 
S
a
l
v
a
 &
 G.
 Scanlan, A
 G
u
i
d
e
 to the C
r
i
m
i
n
a
l
 P
r
o
 ,
 

cedure a
n
d
 Investigations A
c
t
 1
9
9
6
 (1996); 
D
.
 C
o
r
k
e
r
,
 Disclosure in 
C
r
i
m
i
n
a
l
 Proceedings (1996); 
R. L
e
n
g
 &
 R. D
.
 Taylor, 

B
5
c百

sne's 
G
u
i
d
e
 to 
the C
r
i
m
i
n
a
l
 P
r
o
c
e
d
u
r
e
 a
n
d
 Investigations A
c
t
 1
9
9
6
 (1996); 
C
a
r
d
 &
 W
a
r
d
,
 0
 ,p. 
cit.; 
Niblett, 
op. 
cit.; 

P
l
o
w
d
e
n
 &
 Kettigan, op. 
cit.; 
R. E
d
e
 &
 E. S
h
e
p
h
e
r
d
,
 A
c
t
i
v
e
 D
e
f
e
n
c
e
 (2nd. ed., 2
0
0
0
)
.
 

(25)

抗
弁
開
示
は
、
正
式
起
訴
審
理
事
件
で
は
義
務
づ
け
ら
れ
る
が
、
略
式
起
訴
審
理
事
件
で
は
任
意
で
あ
る

(
C
P
I
A
,
ss. 
5
 (5), 
6
 (2))
。
二

0

0
0年
の
実
態
調
査
で
は
、
公
訴
局
解
答
者
の
う
ち
の
九
四
％
が
、
抗
弁
書
提
出
は
略
式
起
訴
審
理
事
件
に
お
い
て
は
「
極
稀

(rarely)
」
で

あ
る
と
解
答
し
て
い
る

(Plotnikoff
&
 W
 oolfson Report, p. 
67)
。

(26) 
A
t
t
o
r
n
e
y
 General's 
Guidelines, 
Disclosure o
f
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
in 
C
r
i
m
i
n
a
l
 Proceedings (
N
o
v
e
m
b
e
r
 2
0
0
0
)
,
 

＾
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 lslo. 

g
o
v
.
u
k
ヽ
p
d
f
/
guidelines.pdf,. 

第
一
次
開
示
判
断
に
際
し
て
、
例
え
ば
①
訴
追
側
証
拠
の
正
確
性
に
疑
い
を
生
じ
さ
せ
得
る
資
料
、
②
被
告
人
以
外
の
者
に
向
か
い
得
る

資
料
、
③
自
白
の
信
用
性
に
疑
い
を
生
じ
さ
せ
得
る
資
料
、
④
訴
追
側
証
人
の
信
頼
性
に
関
わ
り
得
る
資
料
、
⑤
抗
弁
を
支
え
得
る
資
料

（
被
告
人
側
が
既
に
提
出
し
て
い
る
抗
弁
と
矛
盾
す
る
も
の
を
も
含
む
）
‘
⑥
訴
追
側
証
拠
の
許
容
性
に
関
連
性
を
持
ち
得
る
資
料
、
等
が
挙
げ

ら
れ
る

(
A
G
2
0
0
0
,
 para. 37)
。

第
二
次
開
示
判
断
に
際
し
て
、
特
に
以
下
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
不
開
示
理
由
が
存
在
せ
ず
且
つ
既
に
開
示
済
で
な
い
限
り
、
自
動

的
に
開
示
さ
れ
る
。
①
科
学
的
結
果
な
い
し
犯
罪
現
場
発
見
物
を
記
録
し
た
捜
査
官
手
持
資
料
で
あ
っ
て
、
被
告
人
に
関
連
し
、
争
点
に
連

結
し
、
従
前
に
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
、
②
身
許
識
別
が
争
点
で
あ
り
得
る
場
合
に
お
い
て
、
容
疑
者
の
人
相
書
全
て
（
当
該
犯
罪
に
関



す
る
身
許
識
別
手
続
の
全
記
録
、
逮
捕
時
の
被
告
人
の
写
真
と
と
も
に
）
°
③
訴
追
側
証
人
か
ら
の
報
酬
の
収
受
・
約
束
・
要
求
に
つ
い
て

の
情
報
、
④
犯
行
現
場
捜
査
官
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
犯
行
現
場
見
取
図
な
い
し
ビ
デ
オ
記
録
、
⑤
関
連
情
報
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
が

捜
査
官
と
し
て
は
取
り
調
ぺ
な
い
者
の
氏
名
、
⑥
個
人
提
供
情
報
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
関
連
可
能
性
あ
る
捜
査
官
記
録

(
A
G
2
0
0
0
,
 

para. 4
0
)

。

(27)

現
在
、
開
示
官
は
当
該
事
件
の
捜
査
監
督
官

(officer
in c
h
a
r
g
e
 
(OIC))
と
兼
任
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
実
体
は
通
常
は
警
察
巡
査

で
あ
る
。

S
e
e
also C
P
S
 Inspectorate, 
R
e
p
o
r
t
 o
n
 the 
T
h
e
m
a
t
i
c
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 Disclosure o
f
 U
n
u
s
e
d
 
Materia~Thematic 

R
e
p
o
r
t
 

2

2ヽ
0
0
0

(
M
a
r
c
h
 2
0
0
0
)
 
[hearinafter cited 
as C
P
S
 Inspectorate Report], paras. 4
.
 
8
 ,
 4. 
1
0
 ;
 Plotnikoff &
 W
 
oolfson Report, p. 

1
3
2
.
 

尤
も
、
捜
査
監
督
官
に
仕
事
を
委
任
さ
れ
た

civillian
を
以
て
開
示
官
に
充
て
る
こ
と
も
、
規
定
解
釈
上
は
不
可
能
で
は
な
い

(Code,

para. 3
.
 
3
.
 

S
e
e
 Niblett, 
op. 
cit., 
p. 2
5
2
)

。

(28) 
M
a
n
u
a
l
 o
f
 G
u
尽
m
C
e
f
o
r
t
h
e
p
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
`
Processing a
n
d
 S
u
b
m
i
s
s
i
o
n
 o
f
 Files (
2
0
0
2
 ed.), 
^
h
g
P
ミ
w
w
w
.
h
o
m
e
o
f
f
i
c
e
.
g
o
v
.
u
k
/

c
p
d
mヽ
g
u
i
d
e
2ヽ
00
2

mヽanualofguid.pdf>.
S
e
e
 also the associated G
o
o
d
 Practice Guide, ̂

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
o
m
e
o
f
f
i
c
e
.
g
o
v
e
.
u
k
/
 c
p
d
/
 

m
g
u
i
d
e
2ヽ
0
0
2

gヽoodpractice.pd,
;
 J. A• 

E
p
p
,
 B
u
i
l
d
i
n
g
 o
n
 the D
e
c
a
d
e
 o
f
 Disclosure in 
C
r
i
m
i
n
a
l
 Procedure (
2
0
0
1
)
,
 
p. 1
0
0
,
 
n. 73・ 

(29)

要
慎
重
理
由
書
の
添
付
を
要
す
る
。
不
開
示
資
料
で
あ
る
。

(30)

訴
追
側
主
張
事
実
を
崩
し
得
る
な
い
し
抗
弁
に
資
し
得
る
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
を
列
挙
し
た
、
開
示
官
作
成
の
報
告
書
。
不
開
示

資
料
で
あ
る
。

(31)

当
該
資
料
の
濫
用
が
、
直
接
に
生
命
喪
失
に
繋
る
見
込
み
で
あ
る
な
い
し
直
接
に
国
家
の
安
寧
を
脅
か
す
見
込
み
で
あ
る
場
合
に
、
適
用
さ
れ

る

(Code,
para. 6
.
 
1
3
)

。

(32)

大
半
の
事
件
に
お
い
て
公
訴
局
と
協
議
し
て
い
る
と
述
べ
た
開
示
官
は
五
分
の
一
未
満
で
あ
っ
た

(Plotnikoff
&
 W
 
oolfson Report, p. 

1
3
3
)

。

(
3
3
)
I
d
る
p.
1
2
4
 ,
 12
5
.
 
~
~
~
 目の
八
―
-
％
、
公
訴
局
解
答
者
の
三
八
％
、
警
察
官
の
三

0
%
、
開
示
官
の
二
七
％
が
、
か
か
る
意
識
を
持
つ
。

(34) 
Cited b
y
 id., 
p. 
5
2
.
 

J
O
P
I
 (Joint Operational Instructions o
n
 the Disclosure of U
n
u
s
e
d
 Material)

は
、
一
+
や
九
ヤ
と
ヰ
三
日
ハ
に

Association of C
h
i
e
f
 Police Officers 
(
A
C
P
O
)

と
公
訴
局
が
発
し
た
文
書
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
非
公
開
扱
い
で
あ
る
。

(35) 
T
h
e
 C
r
o
w
n
 C
o
u
r
t
 (Criminal P
r
o
c
e
d
u
r
e
 a
n
d
 Investigations A
c
t
 1
9
9
6
)
 
(Disclosure) R
u
l
e
s
 1
9
9
7
 ;
 T
h
e
 M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
s
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関
法

第
五
三
巻
二
号

(Criminal P
r
o
c
e
d
u
r
e
 a
n
d
 Investigations A
c
t
 1996) (Disclosure) R
u
l
e
s
 1997. 

(36) 
Plotnikoff &
 W
 oolfson Report, p. 
88. 

(37)

二
0
0
0
年
一

0
月
の

H
u
m
a
n
R
i
g
h
t
s
 A
c
t
 1
9
9
8
 
(
H
R
A
)

施
行
が
欧
州
人
権
条
約

(
E
C
H
R
)

を
国
内
法
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
批
判

に
更
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

S
e
e
T. O
w
e
n
,
 ^
 
Disclosure :
 Th
e
 R
e
q
u
i
r
e
m
e
n
t
s
 of the E
C
H
R
 a
n
d
 the P
I
I
 P
r
o
b
l
e
m
'
i
n
 J
U
S
T
I
C
E
,
 

p
a
p
e
a
 f
o
r
 the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 0
 ,f the C
r
i
m
i
n
a
l
 Justice S
y
s
t
e
m
 (
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 2000) ｀
 
p. 
20. 
伯
lし、

H
R
A
施
行
に
配
慮
し
て
二

0
0
0
 

年
九
月
に
発
せ
ら
れ
た

Points
for Prosecutors
は
、
問
題
な
し
と
の
見
解
を
採
る

(p.
22)
。
Points
for Prosecutors
に
つ
き
、
註
(
4
4
)

参
照
。

S
e
e
also R
o
w
e
 a
n
d
 D
a
v
i
s
 v. 
U
K
 
(2000) 3
0
 
E• 

H. R. R. 441, E
C
t
H
R
;
 
R. v. 
S
m
i
t
h
 [2001] 
1
 W・
L
.
 R. 1031, C. 
A. 

(38)

被
告
人
側
が
公
開
の
裁
判
に
て
公
知
さ
れ
る
範
囲
を
越
え
て
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
ず
に
開
示
資
料
・
情
報
を
目
的
外
使
用
し
た
場
合
に
は
、

裁
判
所
侮
辱
に
該
る

(
C
P
I
A
,
s. 
18 (1))
。
こ
の
場
合
、
当
該
謄
本
等
の
処
分
権
は
裁
判
所
に
帰
し
、
該
当
者
に
は
、
正
式
起
訴
審
理
事
件
で

二
年
以
下
の
拘
禁
と
制
裁
金
の
何
れ
か
或
は
双
方
、
略
式
起
訴
審
理
事
件
で
六
月
以
下
の
拘
禁
と
五
0
0
0
ポ
ン
ド
以
下
の
制
裁
金
の
何
れ
か
或

は
双
方
、
が
科
さ
れ
る

(
C
P
I
A
,
ss. 
17, 
18)
。
な
お
、
民
事
裁
判
所
の
判
断
に
お
い
て
本
条
に
抵
触
す
る
資
料
は
、
民
事
裁
判
に
お
い
て
も
証

拠
と
し
て
使
用
で
き
な
い

(
C
P
I
A
,
s. 
18 (9))
。

(39) 
Plotnikoff &
 Wo
o
l
f
s
o
n
 Report, p. 
27, F
i
g
u
r
e
 3. 

(40) 
G
o
o
d
評
価
は
四
三
％
で
あ
っ
た
。

S
e
e
id., 
pp. 3
0
 ,
 
31, T
a
b
l
e
 10. 
C
o
d
e
,
 para. 6. 
12
に
は
、
要
慎
重
資
料
の
具
体
的
一
四
類
型
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

(41) 
M
G
6
D
は
、
そ
れ
自
体
不
開
示
資
料
に
該
る

(JOPI,
paras. 2. 
15, 
2. 
16, cited b
y
 PJotnikoff &
 Wo
o
l
f
s
o
n
 Report, p. 
30)
。
但
し
、

実
務
で
は
、
要
慎
重
資
料
を

M
G
6
D
の
み
に
載
せ
る
方
法
の
他
に
、
編
集
済
の
要
慎
重
資
料
を

M
G
6
C
載
せ
て
編
集
な
し
の
も
の
を

M
G
6
D

に
載
せ
る
、
文
書

(
d
o
c
u
m
e
n
t
}

は
全
て

M
G
6
C
に
載
せ
る
、
等
の
方
法
を
と
る
場
合
が
あ
る

(
C
P
S
Inspectorate Report, para. 6. 
17)
。

(42) 
S
e
e
 R. L
e
n
g
,
'
D
i
s
c
l
o
s
u
r
e
 :
 A
 F
l
a
w
e
d
 P
r
o
c
e
d
u
r
e
'
i
n
 J
U
S
T
I
C
E
,
 P
a
p
e
r
s
 f
o
r
 the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 the C
r
i
m
i
n
a
l
 Justice S
y
s
 ,
 

t
e
m
(
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 2000), pp. 17 ,
 18. 
S
e
e
 also'Editorial C
o
m
m
e
n
t
 o
n
 R. v. 
J
a
c
k
s
o
n
'
[
2
0
0
0
]
 
Crim. L. 
R. 377, 379. 

(43) 
C
P
I
A
成
立
後
の
運
用
状
況
に
つ
き
、
特
に

E
p
p
,
op. 
cit.; 
Plotnikoff &
 Wo
o
l
f
s
o
n
 R
e
p
o
r
t
;
 
C
P
S
 Inspectorate R
e
p
o
r
t
参
照
。

(44) 
L
e
g
a
l
 Secretariat to t
h
e
 L
a
w
 Officers, 
Points f
o
r
 Prosecutors (
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 2000), p. 
22, 

＾
 

http:/ /www.lslo.gov.ulo. 
S
e
e
 also 

E. C
a
p
e
,
'
T
h
e
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 A
c
t
:
 Points for D
e
f
e
n
c
e
 L
a
w
y
e
r
s
'
(
N
o
v
e
m
b
e
r
 2000) L
e
g
a
l
 A
c
t
i
o
n
 29. 

ニ
四

（
二
八
四
）



イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

二
五

(45) 
S
e
e
 Plotnikoff &
 W
 oolfson Report, pp. 7
6
 ,
 77・

例
え
ば
、
抗
弁
書
の
う
ち
の
五
四
％
が
不
備
（
単
な
る
有
罪
否
定
（
四
0
%）
そ
の
他

C
P
I
A
五
条
違
反
(
-
四
％
）
）
で
あ
っ
た
が
、
公
訴
局
は
事
件
の
う
ち
の
八
％
に
つ
い
て
の
み
更
な
る
詳
細
を
要
求
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
裁
判
官
の
う
ち
の
五
九
％
が
自
分
は
非
遵
守
抗
弁
書
を
修
正
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
と
解
答
し
た
が
、
大
半
の
裁
判
官
は
そ
う
し
て
い
る

と
み
た
公
訴
局
及
び
訴
追
側
バ
リ
ス
タ
は
四
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

(46) 

Id., 
pp. 8
0
-
8
1
.
 

(47) 

Id., 
pp. 1
1
0
-
1
1
1
,
 1
1
8
 T
a
b
l
e
 4
1
.
 

(48) 
Id., 
p. 
1
2
1
.
 

(49) 
Points for Prosecutors
は、

C
P
I
A
は
立
証
責
任
を
転
換
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
問
題
は
な
い
と
の
見
解
を
採
る

(p.
2
2
)

が
、
な
お

批
判
が
あ
る
。

S
e
e
Plotnikoff &
 Wo
o
l
f
s
o
n
 Report, p. 
1
4
0
.
 

(50) 
Id., 
p. 2
9
.
 

G
o
o
d
評
価
は
一
＝
％
の
み
で
あ
っ
た
。

C
o
d
e
,
para. 6
.
 
9

に
よ
れ
ば
「
（
記
載
は
）
当
該
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
必
要
か
否
か

を
判
断
す
る
に
足
り
る
ほ
ど
に
詳
細
に
亙
る
ぺ
き
で
あ
る
」
。
加
え
て
、

J
O
P
I
,
para. 2
.
 
5
8

に
よ
れ
ば
「
物
件
が
属
性
標
目
な
い
し
数
量
を
以

て
記
さ
れ
る
場
合
に
は
、
開
示
官
は
、
開
示
規
準
に
合
致
し
得
る
物
件
が
個
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(cited b
y
 Plotnikoff &
 W
 oolfson R
e
p
o
r
t疇

p.
2
9
,
 n. 3
8
)

。

(51) 

Id., 
p. 
2
6
,
 
F
i
g
u
r
e
 2
.
 

公
訴
局
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
事
態
は
「
し
ば
し
ば

(often)
」
生
じ
て
い
る

(id.,
p. 2
7
,
 
F
i
g
u
r
e
 3
;
 C
P
S
 In ,
 

spectorate Report, para. 4
.
 3
1
)

。
そ

i
そ-,;,
C
P
I
A
:
l
$
:
 制
下
に
お
い
て
一
覧
表
に
載
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
「
捜
査
に
関
連
し
得
る
」
訴
追

側
の
使
用
し
な
い
資
料
全
て

(Code,
para. 6
.
 
2
)

で
あ
っ
て
、

pre
,
 
C
P
I
A
体
制
で
示
唆
さ
れ
て
い
た
規
準
「
当
該
事
件
の
捜
査
中
に
収
集
さ

れ
た
全
資
料
」
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
、
存
在
告
知
の
関
連
性
判
断
を
一
覧
表
作
成
者
（
開
示
官
）
に
委
ね
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(Plotnikoff 

や

W
oolfson Report, pp. 1
3
2
-
1
3
3
)

。
結
局
、
一
覧
表
中
に
記
載
の
な
い
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
が
正
式
起
訴
審
理
事
件
で
四
五
％
、

略
式
起
訴
審
理
事
件
で
二
四
％
、
被
告
人
側
へ
開
示
さ
れ
て
い
た

(id.,
p. 
1
3
2
)

。
Cf.
A
G
 
2
0
0
0
,
 
para. 1
4
.
 

(52) 
L
o
r
d
 Justice 
A
u
l
d
,
 
R
e
v
i
e
w
 o
f
 the 
C
r
i
m
i
n
a
l
 Courts o
f
 E
n
g
l
a
n
d
 a
n
d
 Wales, 
R
e
p
o
r
t
 (
2
0
0
1
)
 
[hearinafter 
cited 
as A
u
l
d
 

Report] ,Chap. 1
0
,
 
paras. 1
3
4
,
 1
3
5
,
 
1
6
8
;
 
Plotnikoff &
 Wo
o
l
f
 so
n
 Report, pp. 5
9
 ,
 6
3
 ;
 C
P
S
 Inspectorate Report, paras. 4
.
 5
4
 ,
 4.
 

7
5
,
 9
.
 

13. 
か
つ
て
の

p
r
e
-
C
P
I
A
体
制
の
下
で
は
、
警
察
か
ら
公
訴
局
へ
の
報
告
書
は
内
部
作
成
資
料
ゆ
え
、
一
般
に
開
示
免
除
資
料
と
さ
れ

て
い
た

(
E
U
§
s
v. 
C
h
i
e
f
 Constable o
f
 S
u
r
r
e
y
 [
1
9
8
8
]
 
Q
.
 B. 5
8
8
,
 
C. 
A.)
。
S
e
e
I. 
Bing, C
r
i
m
i
n
a
l
 Procedure &
 Sentencing in the 

（
二
八
五
）



M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
 (4th ed., 
1996), para. 
1
 ,
 
9
2
;
 P
i
o
 gi
,
 

koff 
&
 W
 o
o
l
f
s
o
n
 
R
e
p
o
r
t
,
 
p. 
5
9
 ;
 C
P
S
 Inspectorate 

R
e
p
o
r
t
,
 para. 4. 
64. 

(53) 
S
e
e
 

e
 
C
P
S
 Inspectorate R
e
p
o
r
t
,
 paras. 4. 
5
9
 ,
 
4. 
67, 

A
n
n
e
x
 C
 (p. 
93) ;
 @
 Plotnikoff 
&
 W
 o
o
l
f
s
o
n
 R
e
p
o
r
t
,
 

pp. 6
0
 ,
 
61. 
両
統
計
結
果
を
比
較
対
照
可
能
な
形
で
再
構
成
し

た
も
の
と
し
て
、
下
表
参
照
。

(54) 
Plotnikoff &
 Wo
o
l
f
s
o
n
 R
e
p
o
r
t
,
 p. 
61, T
a
b
l
e
 21. 

(55)

本
文
書
は
、
公
訴
局
及
び

M
e

g
 
politan a
n
d
 C
i
t
y
 Poli ,
 

c
e
に
よ
り
署
名
さ
れ
、

C
r
i
m
i
n
a
l
B
a
r
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
及
び

L
o
n
d
o
n
 C
r
i
m
i
n
a
l
 C
o
u
r
t
s
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
に
よ
り
承
認
さ
れ

て
い
る
。

(56)

勾
留
記
録

(
c
u
s
t
o
d
y
record)

の
開
示
に
つ
き
、

Police

a
n
d
 C
r
i
m
i
n
a
l
 E
v
i
d
e
n
c
e
 A
c
t
 1
9
8
4
 
(
P
A
C
E
)
 :
 Co
d
e
 C
,
 

paras. 2. 
4, 
2. 5~ 

照。

(57) 
S
e
e
 Plotnikoff &
 W
 o
o
l
f
s
o
n
 R
e
p
o
r
t
,
 pp. 6
2
 ,
 
63. 

(58)

註

(53)
参
照
。
な
お
、

police
officer's 
n
o
t
e
b
o
o
k
及
び

S
O
C
O
 original w
o
r
k
 r
e
c
o
r
d
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三

六
％
、
二

0
％
の
開
示
率
で
あ
る

(Plotnikoff
&
 W
o
o
l
f
 ,
 

s
o
n
 R
e
p
o
r
t
,
 pp. 6
0
 ,
 61)
。

(59) 
C
P
S
 I
n
s
p
e
c
t
o
r
a
t
e
 R
e
p
o
r
t
,
 para. 4. 
75. 

(60) 
Plotnikoff &
 Wo
o
l
f
s
o
n
 R
e
p
o
r
t
,
 p. 
61, T
a
b
l
e
 22・ 

(61) 
C
P
S
 Inspectorate R
e
p
o
r
t
,
 para. 6. 
17. 

関
法

第
五
三
巻
二
号

〈crimereport及び messagelogの送付・開示率〉

① CPS Inspectorate統計： 2000年3月報告書刊

crime report message log 

MG6Cへの記載率（存在告知率） 476/587 (81.1%) 386/550 (70. 2 %) 

訴追官への送付率 183/587 (31.2%) 159/550 (墜竺）

（うち訴追官の請求による追加送付） (33/183) (39/159) 

送付を受けた訴追官における開示率 91/183 (竺立） 82/159 (旱）

内訳 ① 第一次開示時 45件 (24.6%) 35件 (22.0%)

② 第二次開示時 34件 (18.6%) 32件 (20.1%)

③ CPIA適用前 2件 (1.1%) 0件 (0%) 

④ 時期不詳 10件 (5.5%) 15件 (9.4%)

（全訴追官における開示率） (16%) (15%) 

②
 
Plotnikoff = W oolfson統計： 2000年調査実施・ 2001年末報告書刊

二
六

（
二
八
六
）

crime report message log 

訴追官への送付率
... 

送付を受けた訴追官における第一次開示率... 
（全訴追官における第一次開示率）

48% 

38% 

(18%) 

竺
42% 

(20%) 
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(62) 
c
r
i
m
e
 report
で
五
六
％
、

m
e
s
s
a
g
e
log
で
四
四
％
が
、
予
め
削
除
編
集
さ
れ
て
い
る

(Plotnikoff
&
 Wo
o
l
f
s
o
n
 Report, p. 6
2
,
 
T
a
b
l
e
 

2
3
)

。

(63)

但
し
、
か
か
る
大
量
資
料
の
一
括
押
収
に
至
ら
ず
に
済
む
他
の
方
策
の
可
能
性
を
、
立
法
論
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

き
、
酒
巻
匡
「
新
し
い
証
拠
収
集
手
段
」
ジ
ュ
リ
―
ニ
ニ
八
号
―
二
五
頁
（
二

0
0
二
）
参
照
。

(64) 
Plotnikoff &
 W
 oolfson 
Report• 

p. 73・ 

(65) 
Id, pp. xix, 
134. 

(66) 
C
P
S
 Inspectorate 
Report•PB 

a. 4
.
 7
4
,
 
R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
 6.
 
S
e
e
 also id., 
para. 4
.
 

105, R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
 8.
 

(67) 
Id, E
x
e
c
u
t
i
v
e
 
Summary• 

paras. 1
3
,
 
14・ 

(68) 
Plotnikoff &
 W
 oolfson Report, p. 
1
3
5
.
 

(69) 
C
P
S
 Inspectorate Report, paras. 6
.
 
5
0
,
 6
.
 
5
5
,
 
R
e
c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
 2
7
.
 

(70) 
Criminal B
a
r
 
Association• 

in 
its 
s
u
b
m
i
s
s
i
o
n
 to the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
,
 s
u
p
p
o
r
t
e
d
 b
y
 m
a
n
y
 
judges• 

the L
a
w
 Society a
n
d
 J
U
S
 ,
 

T
I
C
E
 [cited b
y
 A
u
l
d
 Report, C
h
a
p
.
 10, 
para. 1
6
8
]
.
 

(71) 
A
u
l
d
 Report, C
h
a
p
.
 10, paras. 
115 ,
 
1
9
7
.
 

(72) 
Id, C
h
a
p
.
 10, para. 1
7
6
.
 

全
「
訴
追
側
の
使
用
し
な
い
資
料
」
の
入
手
検
討

(obtain
a
n
d
 e
x
a
m
i
n
e
)

と
識
別

(identify)

の
何
れ
か

或
は
双
方
を
行
う
こ
と
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

(73) 
Id, C
h
a
p
.
 10• 

para. 
171. A
u
l
d
自
身
こ
の
規
準
を
「
合
理
的
に
訴
追
側
主
張
事
実
を
弱
め
得
る
な
い
し
被
告
人
側
主
張
事
実
に
資
し
得
る

と
訴
追
官
が
考
え
る
資
料
」
と
換
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
行
第
一
次
開
示
規
準
と
の
相
違
は
、
「
崩
す

(undermine)
」

を
「
弱
め
る

(
w
e
a
k
e
n
)
」
に
緩
和
す
る
ほ
か
、
現
在
な
ら
抗
弁
開
示
を
条
件
と
す
る
第
二
次
開
示
ま
で
待
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
「
被
告
人
側
の

積
極
的
防
禦
の
た
め
の
開
示
」
を
第
一
次
開
示
段
階
に
取
り
込
ん
だ
処
に
あ
る
。
な
お
、
「
被
告
人
側
の
積
極
的
（
能
動
的
）
防
禦
の
た
め
の
開

示
」
と
「
被
告
人
側
の
消
極
的
（
受
動
的
）
防
禦
の
た
め
の
開
示
」
に
つ
き
、
酒
巻
・
前
掲
註
(2)-
―
―
―
頁
以
下
参
照
。

(74)

「
全
て
の
或
は
一
定
類
型
の
事
件
に
お
い
て
、
一
定
類
型
文
書
と
一
定
主
題
言
及
文
書
の
い
ず
れ
か
或
は
双
方
に
関
す
る
自
動
的
第
一
次
開

示
」
を
提
案
す
る

(
A
u
l
dReport• 

p. 4
7
3
)

。
-
．
定
類
型
文
書
と
し
て
は
、
例
え
ば
捜
査
報
告
書

(crime
report)
・
事
件
記
録
簿
・
警
察
官

帳
簿
．
勾
留
記
録
・
（
草
稿
が
最
終
稿
と
異
な
る
場
合
の
）
証
人
供
述
書
草
稿
・
鑑
定
人
報
告
書
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(id,
C
h
a
p
.
 10• 

para. 

（
二
八
七
）



関
法

第
五
三
巻
二
号

170) 0
 

(75) 
Id., 
C
h
a
p
.
 
10, paras. 1
9
1
 ,
 197. 
S
e
e
 also R
o
w
e
 a
n
d
 D
a
v
i
s
 v. 
U
K
 
(2000) 3
0
 
E• 

H. R.R. 1, 
E
C
t
H
R
.
 

(76) 
A
u
l
d
に
よ
れ
ば
、
争
点
な
い
し
仮
想
争
点
に
対
す
る
情
報
の
重
要
性
を
査
定
す
る
こ
と
は
、
法
曹
た
る
訴
追
官
の
仕
事
で
あ
る

(
A已
d
R
e
 ,
 

port, C
h
a
p
.
 
10, para. 
176)
。

(77) 
Id., 
C
h
a
p
.
 10, para. 
179. 

(78) 
L
e
n
g
,
 op. 
cit., 
p. 
1
3
に
よ
れ
ば
、
「
警
察
及
び
訴
追
官
に
か
ほ
ど
の
信
頼
を
与
え
る
ぺ
き
歴
史
的
正
当
化
根
拠
は
存
在
し
な
い
」
。

(79) 

M. N
 ander, 
L
o
r
d
 Justice A
u
l
d
'
s
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 the 
C
r
i
m
i
n
a
l
 Courts: A
 R
e
s
p
o
n
s
e
 (
N
o
v
e
m
b
e
r
 2001), 
pp. 
5
3
ふ
4
;
J
U
S
T
I
C
E
,
 

J
U
S
T
I
C
E
'
s
 R
e
s
p
o
n
s
e
 to the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 (
J
a
n
u
a
r
y
 2002), paras. 7
7
 ,
 
79. 

(80) 
Plotnikoff &
 W
 
oolfson Report, pp. xix, 
135. 
従
来
は
一
般
に
、
捜
査
官
が
一
旦
被
疑
者
の
有
罪
を
確
信
す
れ
ば
、
雪
冤
方
向
で
の
捜

査
は
義
務
的
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

C
P
I
A
,
s. 
2
3
 (1) (a)
及
び

C
o
d
e
,
paras. 3. 
4, 
4. 
3
は
全
て
の
合
理
的
方
向
を
追
求
す

る
こ
と
を
警
察
に
義
務
づ
け
た

(Epp,
op. cit•• 

p. 
207)
。

(81) 
L
e
n
g
,
 op. 
cit., 
p. 
1
2
;
 
Liberty, 
R
e
s
p
o
n
s
e
 to the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 the C
r
i
m
i
n
a
l
 C
o
u
r
t
s
 (
J
a
n
u
a
r
y
 2002), 
＾
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
c
d
.
g
o
v
.
 

u
k
/
 criminal/ a
u
l
d
c
o
m
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
>
.
 

(82) 
Liberty, op. 
cit. 

(83) 
L
e
n
g
,
 op. cit•• 

pp. 
14 ,
 15
に
よ
れ
ば
、
判
断
を
訴
追
側
に
委
ね
る
こ
と
は
欧
州
人
権
条
約
の
六
条
三
項
⑯
（
防
禦
の
準
備
の
た
め
に
充
分
な

時
間
及
び
便
宜
を
与
え
ら
れ
る
権
利
）
及
び
何
（
自
ら
の
選
任
す
る
弁
護
人
を
通
じ
て
防
禦
す
る
権
利
）
に
違
反
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
無
制

約
な
全
資
料
開
示
請
求
権
を
、
六
条
の
個
別
二
規
定
を
融
合
さ
せ
て
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る

(
A
u
l
d
Report, C
h
a
p
.
 

10, para. 
178)
。
S
e
e
also R
.
 v. 
L
a
m
b
e
r
t
 [20 0
 1) 
3
 W. L. R. 206, 259, 
H. L., p
e
r
 L
o
r
d
 C
l
y
d
e
.
 

(84) 

R. L
e
n
g
,
'
D
e
f
e
n
c
e
 Strategies for I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 Deficit: 
N
e
g
o
t
i
a
t
i
n
g
 the C
P
I
A
'
(
1
9
9
7
)
 1
 E
 &
 P
 215. 

(85) 
Liberty, op. 
cit. 

(86) 
C
P
I
A
導
入
当
初
は
、
被
告
人
側
へ
の
開
示
対
象
が
絞
ら
れ
る
結
果
と
し
て
、
開
示
免
除
請
求
が
減
り
裁
判
所
の
時
間
的
コ
ス
ト
が
節
減
さ
れ

る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
実
態
調
査
で
は
、
解
答
者
の
う
ち
大
半
が
、

C
P
I
A
施
行
後
の
請
求
数
は
増
加
な
い
し
は
横
這
で

あ
る
と
し
て
お
り
、
減
少
し
た
と
い
う
見
解
を
支
持
し
た
の
は
訴
追
官
の
み
で
あ
っ
た

(Plotnikoff
&
 W
 
oolfson Report, p. 
85, F
i
g
u
r
e
 

ニ
八

（
―
-
八
八
）



イ
ギ
リ
ス
刑
事
証
拠
開
示
の
新
動
向

二
九

2
0
)

。
ま
た
平
均
審
理
期
間
に
つ
い
て
も
低
下
は
見
ら
れ
な
い
（
前
述
二
（
二
）
ア
参
照
）
。

(87) 
A
u
l
d
 Report, C
h
a
p
.
 
10, paras. 1
7
5
,
 
1
7
9
.
 

(
8
8
)
N
 ander, op. 
cit., 
p. 4
9

に
よ
れ
ば
、

C
P
I
A
は
「
誰
か
が
全
資
料
を
再
検
討
し
て
何
が
開
示
可
能
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
根
本
的
問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
。
開
示
規
準
の
広
狭
に
拘
ら
ず
、
ま
た
警
察
と
訴
追
官
の
何
れ
が
判
断
す
る
に
せ
よ
、
開
示
規

準
を
適
用
す
る
責
任
を
負
う
者
は
全
資
料
を
入
手
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
負
担
を
避
け
る
唯
一
の
方
法
は
、
被
告
人
側
に
全
て
を
（
或
は

要
慎
重
資
料
を
除
く
全
て
を
）
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

(89) 
Plotnikoff &
 W
 oolfson Report, p. 
1
3
8
.
 

(90) 
A
u
l
d
 Report, C
h
a
p
.
 
10, para. 1
6
9
.
 

訴
追
側
を
判
断
者
と
す
る
開
示
体
制
の
コ
ス
ト
と
被
告
人
側
を
判
断
者
と
す
る
開
示
体
制
の
コ
ス
ト

と
に
つ
い
て
、

Plotnikoff"
 
W
o
o
l
f
s
o
n
は
（
現

C
P
I
A
体
制
と
比
較
し
て
）
同
額
の
一
―

1
0
0
0
万
ポ
ン
ド
増
と
試
算
し
た
が
、

A
u
l
d
は
こ
の

試
算
を

Plotnikoff
"
 
W
o
o
l
f
s
o
n
の
意
図
に
反
し
て
被
告
人
側
が
判
断
者
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
二
倍
の
六
0
0
0
万
ポ
ン
ド
増
と
読
ん
だ
。

A
u
l
d
 Report, C
h
a
p
.
 
10, 
para. 1
7
9
 ;
 Plotnikoff &
 W
 oolfson Report, p. 
1
3
8
.
 

S
e
e
 also Plotnikoff &
 W
 oolfson, A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 ,
 

-
C
o
m
m
e
n
t
s
 Recei g
 ed, A
c
a
d
e
m
i
c
s
 ¥
 Researchers 1
,
 

＾
 

http://www.lcd.gov.ukヽ
criminalヽ
a
u
l
d
c
o
mヽ
arヽ
arl.htm>.

こ
れ
は
、
如
何
な
る

場
合
に
も
訴
追
官
は
当
然
に
判
断
責
務
を
負
う
と
い
う
前
提
に
立
つ
が
ゆ
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

Plotnikoff"
 
W
o
o
l
f
s
o
n
の
意
図
と

し
て
は
、
被
告
人
側
を
判
断
者
と
す
る
場
合
の
コ
ス
ト
三
0
0
0
万
ポ
ン
ド
増
は
、
被
告
人
側
へ
の
弁
護
人
の
援
助
体
制
を
整
備
す
る
と
い
う
趣

旨
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

(91) 
A
u
l
d
 Report, C
h
a
p
.
 
10, para. 1
7
9
.
 

(92)

最
近
の
議
論
状
況
に
つ
き
特
に
、
吉
丸
慎
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
開
示
1

第
一
回
公
判
期
日
前
の
証
拠
開
示
を
中
心
に
ー
（
上
）

（
下
）
」
曹
時
五
二
巻
五
号
一
頁
、
同
六
号
一
頁
（
二

0
0
0
)
、
酒
巻
匡
「
刑
事
裁
判
の
充
実
・
迅
速
化
」
ジ
ュ
リ
―
―
九
八
号
一
四
六
頁
（
ニ

0
0
-
）
、
松
代
・
前
掲
註
(24)

（二

0
0
1
)
、
田
淵
浩
二
「
証
拠
開
示
」
『
シ
リ
ー
ズ
司
法
改
革

m』
法
時
増
一
七
四
頁
（
二

0
0
1
)
、
吉
丸

箕
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
開
示
~
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
~
（
上
）
（
下
）
」
曹
時
五
四
巻
三
号
一
頁
、
同
四
号
一
頁
(
=

1
0
0
 

二
）
参
照
。

(93)

前
述
二
(
-
)
ア
及
び
註
(26)
参
照
。

(94)

事
件
と
と
も
に
検
察
官
に
送
ら
れ
る
べ
き
「
一
件
記
録
」
と
警
察
部
内
に
お
い
て
保
存
し
て
お
く
「
書
類
簿
冊
」
と
の
区
別
に
つ
き
、
明
確
な

（
二
八
九
）



よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
二
九
0
)

統
一
的
判
断
規
準
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
刑
事
法
令
研
究
会
編
『
逐
条
解
説
犯
罪
捜
査
規
範
〔
新
版
二
訂
〕
』
七
六
頁
以
下
（
東

京
法
令
、
二
0
0
二
）
参
照
。

(95)

弊
害
内
容
の
実
体
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
（
松
代
・
前
掲
註
(

2

)

)

に
て
行
っ
た
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
捜
査
上
の
秘
密
（
捜
査
手

法
等
）
の
扱
い
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
つ
き
、
松
代
剛
枝
「
刑
事
証
拠
開
示
論
攻
(
-
)
」
法
學
六
一
巻
一
号
三
二
頁
(
-
九
九
七
）
、
イ
ギ
リ
ス

法
に
つ
き
、
同
・
前
掲
註
(24)
①
も
参
照
。

(96)

大
出
良
知
1
1
小
田
中
聰
樹
1
1
村
井
敏
邦
「
激
論
・
司
法
改
革
は
刑
事
弁
護
の
危
機
を
招
く
の
か
？
」
刑
弁
三
0
号
一
四
頁
う
ち
一
九
頁
以
下

〔
小
田
中
発
言
〕
（
二
0
0
二
）
参
照
。

本
稿
中
の
資
料

J
U
S
T
I
C
E
,
Papers f
o
r
 the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 the C
r
i
m
i
n
a
l
 Justice S
y
s
t
e
m
 (
2
0
0
0
)

及
び

J
U
S
T
I
C
E
,
J
U
S
 ,
 

T
I
C
E
'
s
 Response to the A
u
l
d
 R
e
v
i
e
w
 (2
0
0
2
)

の
入
手
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
法
学
部
の
福
島
至
教
授
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。
心

関
法
第
五
三
巻
二
号

゜




